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※1 章については、市民活動センターたちかわ運営委員で分担執筆しました。 

 運営委員会では、今後も議論を重ねながら市民発のセンター事業報告作りを試みていきます。 



 はじめに 

市民活動センターたちかわが誕生したわけは 

社会制度の規制緩和や市民生活の二極化、少子高齢社会といった人口構造や家族機能の変容等

社会環境が激しく変化している。 

雇用環境の劣化やひきこもり等新たな社会問題の出現や、行政からの一律的サービスだけでは

解決できない多様な生活課題も浮き彫りとなっている。 

地球環境の変化による生命の危機が現実味をおび、巨大災害も頻発している。 

市民・行政・企業がそれぞれの力を引き出しあいながら、持続可能な社会を創っていかなけれ

ば、未来は構築できないことに私たち市民は気付きはじめている。 

ひとりひとりの市民がどう社会に参画していくかが重要な時代である。 

一方、阪神・淡路大震災を契機としたボランティア活動への関心の高まりや、さまざまな市民

活動団体の登場、NPO 法（特定非営利活動促進法）の制定等、ボランティア・市民活動のあり様

も多様化している。 

こうしたことを背景に、センターに寄せられる相談や情報も実に幅広く多様となってきている。 

期待される役割や事業、サービスのあり方も変化してきている。 

多様性に応えられ、社会課題の解決に貢献し、たくさんの人と活動をつなぐ、市民にとって真

に必要とされるセンターであるために、市民活動センターたちかわは、平成 15年 4 月に「立川ボ

ランティアセンター」から機能拡大をし、再スタートするに至った。 



 - 1 -

 1 章 市民活動センターたちかわとは 

1．市民活動センターたちかわの使命と基本方針 

【使命】   

市民社会を拓きたい 

 

【基本方針】 

私たちは「市民」を、次のように思い描いています 

 

1.自分で考えて行動する 

2.社会のために行動する 

3.地球のために行動する 

 

私たちの考える市民社会とは、こうした市民としての自覚を持った人々が連携し、社会の課

題解決に向けて取り組み、誰もが希望をもち生活できる社会である、と考えています。 

 

2．立川のまちと住民の特性 

○人口：立川市の人口は 2009 年 4 月 1日現在で 177,526 人、世帯数は 82,862 世帯である。戦前戦

後にかけて急激な増加を続けてきた人口は、1975 年以降はゆるやかな増加に転じ現在に至っている。

※1 

今後の予測としては、立川市の「第三次長期総合計画」（2000 年 3 月策定）では、2014 年におけ

る人口は、概ね 19 万人、昼間人口は 24 万人と想定している。 

急激な人口増加は市民の中で他地域からの移住者が占める割合が大きいことを示している。 

2008 年 1 月 1日現在立川市の 1世帯あたり人員は 2.2 人である。10 年前の 1998 年は 2.4 人、20

年前の 1988 年時点では 2.7 人であり、確実に 1世帯あたりの人数は減少している。※2 

○面積：24.38 平方キロメートル。※3 

○地域的特色：東京都のほぼ中央西よりにあって、都心から 40ｋｍ圏、東京駅から電車で 50 分程

度の位置にあり、八つの市に隣接している。地形的には、市域南端の日野市との境に多摩川が流れ

広々とした河川敷を構成し、河岸段丘崖に緑の多い傾斜地があるほかは、概ね平坦な地形である。

市全域が都市計画区域に指定されている。 

 また市内には JR 中央線等東西方向に 5路線の鉄道が通るほか、多摩都市モノレールの開通により

南北方向の交通も確保され、立川駅はあらゆる方向からのアクセスが容易な多摩地域の交通の中心

となっている。その結果、立川駅を中心として商業・飲食施設や事務所施設等が集積、その周辺に

密度の高い市街地を形成する一方、国営公園や市北部地域の農地・屋敷林・玉川上水等、緑とオー

プンスペースも比較的多く残されており、近代的な町並みと郊外的なうるおいが共存する、多様な

面のある地域特性を持っている。※4 
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※1,2,3 立川市ホームページから 

※4  『立川市第三次長期総合計画』「Ⅰ総序－2本市の特徴」から 

 

3．市民活動センターたちかわの描く「立川市民像」 

『市民意向調査報告書』（2008 年 11 月）によれば、立川市を住みよいまちだと思う人は 78.4%を占

めており、また今後進めていくべき重点施策として最も多いのが「高齢者福祉の充実」（43.7%）で

あった。※5 

※5 立川市第 3次長期総合計画第 3次基本計画」策定に向けて、同年 8月に市民計 2000 人

を対象に実施 

 このような特色を持つ立川市民に対して、市民活動センターたちかわとしては今後に向けてどの

ような「立川市民像」を目指して事業を行っていくべきだろうか。 

 まず市民がお互いにつながっているという意識を拓いていくことを大切にした。いま求められて

いる「つながり」とは、人びとが自由な意思に基づき、協力し、助けあい、出会いを楽しみながら、

自分たち自身で住みよいまち・社会を形成していくための営みである。 

すでに人々がつながりを形成している場として、会社、学校、サークル、市民活動グループ・団

体、地域自治会、PTA 等、さまざまにあるが、その場がほんとうに上に述べたような「つながり」

の場として機能していくための支援を行っていくことが、市民活動センターたちかわにまず求めら

れているといえる。 

 

4．市民活動センターたちかわの主なサービス 

☆総合相談機能を持って、様々な市民活動の、支援サービスをしています。 

■『協働』・・・・・（協働支援センター） 

○基本計画策定市民会議の運営や「市民自治」のしくみを前進させる市民団体への支援 

・立川市第3次基本計画策定のための市民会議 

・市民会議「たちかわ協働みらい会議」 

・「自治基本条例市民研究会」 

・たまがわ・みらいパーク(旧多摩川小学校の跡地）企画運営委員会 

○市民活動団体との協働事業や地域イベント開催を支援 

・「ふれあいミュージックフェスティバル」 

・「はな・まち・こころボランティア」 

・「駅前放置自転車クリーンキャンペーン」 

・「たちかわ楽市市民祭」 

・各種企画委員会やプログラムへのスタッフ派遣「ボランタリーフォーラム企画実行委員会」等 

○企業のCSR(社会的責任)活動への支援 

・社員のボランティア活動コーディネート 

・新任研修への協力 
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■『地域づくり』・・・・・（地域活動支援センター） 

○地域福祉コーディネーター 

・モデル地域(栄町・若葉町地区)に専任で配属し、地域の課題解決を支援 

○学校を核とした市民学習支援 

・市内の小・中・高校、各種学校の授業プログラムを地域の人や機関、市民活動団体とともに実施 

・教育機関や市民活動団体の連携を支援 

○グッドネイバー推進団体を支援 

・「よき隣人」をキーワードに、小地域単位での住民主体のまちづくりを進める、市内4 地区(柴崎・

栄・若葉・西砂一番)の団体の支援 

○「支えあいサロン」活動を支援 

 

■『活動支援』・・・・・（ボランティアセンター）（ＮＰＯ支援センター） 

○日々の市民活動に関する相談 

・「ボランティアしたい」「サポートしてくれる市民活動団体を探している」「NPO 法人を立ち上

げるにはどうしたらいいのか」「立川でイベントをするので広報周知してほしい」 

○団塊の世代の市民活動参加支援 

・商工会議所との協働プログラム「はな・まち・こころボランティア」の実施等 

○市民おもしろ大学の開催 

・毎回、魅力的な生き様の市民を迎え、その生き様に触れると共に、その場に集まった参加者の学

びあいの機会を作る 

○市民活動体験プログラム 

・夏!体験ボランティア 

○情報の受発信 

・ホームページ『市民活動WEB たちかわ』の運営と管理 各団体の活動情報を発信 

・市民活動情報コーナーの設置 

紙媒体による情報収集、インターネットでの情報検索ができるコーナーを運営 

・情報誌『市民活動センター★たちかわ通信』を発行 

・『市民活動センター登録団体紹介BOOK 』の発行 

・市民活動センターたちかわ登録団体や情報希望者との連携 

○NPO 法人設立ガイダンス 

・NPO 法の解説や法人化の意義、設立に向けた手順や事務について定例開催 

○市民活動団体向け実務講座 

○市民活動団体向け組織力パワーアップ講座 

○活動資金助成 

・各種民間団体の助成情報の周知 

・市民活動センター助成事業  市民活動団体の立ち上げまたは活動資金を支援 

○活動スペースの貸出し 

○機材の貸出し 
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・印刷機、拡大印刷機、コピー機、紙折り機、パソコン、図書等各種備品の貸出し 

・他の施設、団体と共有できる物品の貸出し 

たちかわパソコン倶楽部･･･プロジェクター、スクリーン 

虹の音楽隊・・・電子ピアノ 

○ボランティア保険および行事保険の相談や加入受付 

 

5．市民活動センターたちかわの特色 

「市民活動センターたちかわ」は市民運営委員と職員を交えた20余名の合議型運営方式で運営し

ている。 

ボランティアや市民活動団体を支援すること(中間支援)を通して、社会の様々な課題解決に貢献す

ることを目指し、日々、市民や団体を『つなぎ』、『育み』、『拓く』役割を担っている。 

また、各地の市民活動センターと比較して私達のセンターの特色といえるのは、いろいろな所か

ら寄せられる多様な相談を大事にしていることである。漠然とした行き場のない相談の中に、新た

な社会の課題が見え隠れし、市民発の活動として取り組む意義のある案件が多く含まれているから

である。 

市民や市民団体から聞こえてくる多くの声から市民社会の見えないNeedsやwantsを探り『協働』、

『地域づくり』、『活動支援』の3つのキーワードからなる事業を推進していく。 

地域や市民に根ざしたセンターを目指して、相手の声を直接に聞き、コミュニケーションを取りな

がら適切な役割を担うという手法を積極的に取り入れている。(P6.2章 平成20年度の活動 参照) 

     

設立から6年が経過したが、センターは現状に満足することなく、協働事業のあり方や「これから

の公共」について発信力を持つ大阪ボランティア協会やせんだい・みやぎNPOセンター等を目標とし

て、各地の先進事例等を学びながら今後の活動に向け、多くの市民から愛される市民活動センター

となるよう取り組みはじめている。※1 

※1大阪ボランティア協会  http://www.osakavol.org/ 

せんだい・みやぎNPOセンター http://www.minmin.org/ 
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 ２章 平成２０年度の活動 

1．1 年間の相談集計結果と分析 

ボランティア活動や NPO、地域活動に関する相談を市民活動センター窓口や、立川市社会福祉

協議会あいあいステーション窓口、事業を実施する中等で受け付けた。相談内容に応じて、情報

提供、課題整理のお手伝い、人や機関をつなぐコーディネート、生活課題解決のための個別相談

につなげた。 

相談内容も多岐に渡るため、個々の相談に応じて、その場面で必要な役割と支援を見極めるこ

とと、相談者である市民自身が持つ解決力を引き出すことを、市民活動センターの相談受付にお

いては大事にしている。 

また、センターに寄せられる相談から、その時々の社会課題、地域課題、市民活動に関する現

状が浮かび上がってくる。これらの相談内容は、今後のセンター事業を方向付ける基盤となって

いる。今年度の大きな特徴として、以下の 4点がある。 

 

 ①「本当に役立つ情報」が求められている 

市民活動センターたちかわだからこそ入手できる「具体的な人となりや活動が分かる情報」や

「この辺りの地域で私たちが使える社会資源は何か」といった、きめ細やかな情報が求められて

いる。またある情報を一面的に捉えるのではなく、そこから新たな可能性を引き出し「役立つ情

報」にしていくことも大切な働きと捉えている。 

 

 ②多様なつながりをつくる相談が増加している 

障害者施設と企業の連携や団体の活動分野を越えた多様なつながりをつくるための支援が増え

ている。立川というまちに密着したセンターなので、永く付き合ってもらえるように、相談の幅

を狭めず、連帯していく姿勢を大事にしたい。 

 

 ③より地域に密着した活動により課題を掘り起こしがしやすくなっている 

平成 19 年度より地域福祉コーディネーターがモデル的に配置され、地域における交流の場作り

や団体間のネットワークづくり、調査活動、普及啓発活動を行なっている。より地域に密着した

活動が展開できるようになり、相談を待つだけではなく、課題の掘り起こしや早期発見ができる

ようになった。 

 

 ④専門機関との新たな連携が必要な相談が増加している 

閉じこもりの方や、精神的ダメージを強く受けている方からの相談も増えている。そのため、

カウンセリングの専門技術を必要とする相談等も見受けられる。センターとしての対応の限界点

を見極めると同時に、新たな専門機関との連携が必須な状況である。 
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平成20年度相談件数の割合　　　　　1,512件

市民活動に関す
る相談 　856件

地域福祉コー
ディネーターへの

相談 　202件

助成相談 21件

市民活動以外の
相談 　433件

（1）市民活動に関する相談 

○相談件数 1,512 件 (平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3 月 31 日) 

・市民活動に関する相談        856 件(夏！体験ボランティア 166 件を含む) 

・市民活動以外の相談         433 件 

・助成事業申請相談          21 件 

・地域福祉コーディネーターへの相談  202 件 

 

※下記の集計は市民活動に関する相談及び市民活動以外の相談（助成事業相談は除く）1,031 件

を集計。 

※相談の内容や相談者の属性等は緩やかではあるが変化をしている。頂いた相談は分析のために

項目を設けて整理しているが、その項目も相談者の実態に合わせて柔軟に変更していく予定で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19年度相談件数の割合　　　　　1,268件

市民活動に関す
る相談 788

地域福祉コー
ディネーターへの

相談 216

助成相談 21

市民活動以外の
相談 243
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平成20年度男女別からみた相談件数

男性, 541

女性, 698

不明, 50

男性 女性 不明

平成19年度　男女別からみた相談件数

男性, 454

女性, 553

不明, 24

■相談者の様子 

相談者の居住地は、前年度と同様に立川市内が最も多いが、市外からの相談も多く寄せられて

いる。市外からの相談については、相談者がお住まいの社会福祉協議会や同様のサービスを行な

っている施設・団体へつなぐことも行なっている。 

 

居住地からみた相談件数
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男女比は前年度とほぼ同じ割合である。 
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年代別比は、昨年度とほぼ同じ割合である。今年度は、30 歳代の方からの相談が昨年度よりも

増えている。 

年代別でみた相談件数

160
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259

171
151

46
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9
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131

35

160
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0
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0
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0
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0
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0
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0
代

8

0
代

以
上

不

明

平成20年度
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本人分類で見ると団体からの相談が多い。また、その他分類の件数も増えている。その他分類

には学校や行政、他地区社会福祉協議会からの相談が多い。また、昨年度よりも企業からの相談

が増えている。 

本人分類からみた相談件数
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■相談が寄せられる日時の傾向 

センター開所日のうち、土曜日の相談件数が少ない。また、今年度は水曜日に寄せられた相談

が 1 週間の中で最も多くなっている。 

曜日別からみた相談件数
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相談が寄せられる時間帯については、昨年度とほぼ同様である。 

 

時間帯別から見た相談件数
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■センターに連絡を入れるきっかけとアクセス方法 

昨年度は減少していた広報媒体だが、今年度はわずかながら増加している。また、センターの

ことを知っている知人からの紹介からアクセスをしてくださる方も増えている。 

なお、「関係者」とは、一度でもセンターを利用したことのある方を含めている。 

 

アクセス方法からみた相談件数

34
8 6

32
5 3

78 70

2 1 9 1

733

109

45

657

133

250

76

171219
0

100

200

300

400

500

600

700

800

社
協

広
報

誌
社

協
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
社

協
パ

ン
フ
レ

ッ
ト

市
報

知
人

か
ら

紹
介

他
機

関
情

報
誌

他
機

関
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

他
機

関
紹

介

関
係

者

そ
の

他

不
明

平成20年度

平成19年度

 

 

受付方法については、割合としては同程度である。 

受付方法からみた相談件数
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■市民活動に関する相談内容 

全体的な相談件数としては昨年度(1,268 件)に比べて約 20％増加している。また、市民活動に

関する相談の総数は、前年度(788 件)に比べて増加している。 

今年度の特徴としては、「ボランティア・市民活動をしたい」が増加しているが、「ボランティ

アを探している」「提供したい」「協力して欲しい」という相談が減少している。 

 

ボランティア・市民活動に関する相談
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「ボランティア・市民活動したい」「ボランティア・市民活動ほしい」という相談には、以下の

ような相談が寄せられている。最初から希望するボランティア活動のイメージを持っていない相

談者も多く、その都度、相談者のニーズに合うような活動やボランティアを一緒に探している。 

 

 ボランティア・市民活動したい ボランティア・市民活動ほしい 

保健・医療・

福祉 

・高齢者介護、見守り等 

・傾聴 

・障害者介助 

・訪問マッサージ 

・レクリエーション 

（楽器演奏、歌、囲碁、将棋等） 

 

・高齢者施設での活動 

・在宅高齢者支援 

（ゴミ出し、見守り、外出支援等）

・傾聴 

・レクリエーション 

（楽器演奏、書道、茶道等） 

・障害児見守り 

・障害者の余暇支援 

・障害者向けイベント支援 

・手話 

文化・芸術・ ・手品、楽器演奏等 ・イベント支援 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

・
市
民
活
動
を
し
た
い 

ボ
ラ
ン
テ
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団
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スポーツ ・スポーツ指導  

子ども ・障害児の介助 

・学習支援 

・保育、見守り等 

・レクリエーション 

・イベント支援 

・学校内での障害児介助 

・学習支援 

・保育 

・病院内での保育、見守り 

・外出支援（移動教室等） 

国際協力 ・日本語学習支援  

情報 ・パソコン指導 ・文書入力 

その他 ・ホームレス支援 

・地域での清掃 

・自然保護 

・犬や猫の保護 

・美容 

・庭木の手入れ 

・引越し時の荷物梱包 

 

また、活動分野についても昨年度同様に「保健・医療・福祉」と「子ども」の分野が多い。ま

た、「保健・医療・福祉」分野は、30～40 歳代女性の活動希望者が多く、「子ども」分野は、30

歳代未満女性の活動希望者が多い。逆に「環境保全」分野や「情報化社会」分野は男性の活動希

望者が多いことがわかる。 
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市内のある美容室から「自分たちの技術を活かしたボランティア活動がしたい」「自分たち

の取り組みをお客様に紹介することでボランティアへの社会的関心も高めたい」と相談をい

ただいた。児童関係施設に打診をしたところ、「好みに合わせてカットしてくれる活動は子ど

もたちも喜ぶのでありがたい」と活動が実現した。 

現在は、美容室と児童関係施設が直接やりとりをしながら活動が継続している。 

○「ボランティアしたい」という相談の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）「市民活動」以外の相談 

「市民活動」に関する相談以外にも、生活に関わる相談が以下のように寄せられている。 

件数としては昨年度に比べて大きく増加している。また、分野に当てはまらない「その他」の

相談が最も多く、どの相談機関を訪ねたらよいのか分からない（新たな社会的課題や公的サービ

スの隙間等）相談が多いことも特徴である。これらのことから、社会状況を反映している生活に

関する課題なども増えていると考えられる。 

 

 
 

市民活動以外の相談の中で、もっとも多い「その他」の分野には以下のような相談がある。 

 

「その他」の相談内容 

 

問合せ ・ボランティア保険及び行事保険について 

・市民活動センター実施事業について 

 （部屋の貸出、助成事業、団体登録、支えあいサロン等） 

・福祉施設開設のための土地を探している 
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市外に在住の知的と聴覚に障害のある中学生の母親からの相談。 

これまでは公立小学校に通っていたが、コミュニケーションなどの問題から、ろう学校の

中等部へ通うことになった。「ろう学校の中等部は原則、生徒一人での通所だが、知的障害も

あるため、付き添いをしてもらえるヘルパーを紹介して欲しい」とのこと。 

いくつかの事業所を紹介し、相談に乗ってもらえるようにお引き合わせをするが、市外か

らのガイドヘルプには限界がある。そこで、ろう学校に話をし、ろう学校の生徒に本人の状

況を伝え、駅で困っていたり、降車するバス停が近づいた際には教えてあげるなど、生徒同

士の助け合いで解決ができないか提案をした。 

ボランティアや事業所を利用するだけではなく、周囲にある資源で助け合えるような環境

づくりもセンターの役割の 1つと考えている。 

・福祉施策について 

（生活保護、要介護認定、障害者年金等） 

・仕事を探している 

協働 ・大学ボランティアセンターとの連携について 

・中国帰国者への支援事業について 

協力依頼 ・市内小中学校での総合的な学習の時間への支援 

・ケアマネージャー研修のアンケート調査 

・福祉施設の職員募集 

・市民活動センター視察及び講演会等の講師依頼 

・卒業論文作成のための情報収集 

情報提供 ・市民活動センター運営委員会について 

・飼い犬の引き取り先を探している 

・病院の診察と処方された薬についての相談先が教えて欲しい 

・認知症の疑いのある高齢者の支援について 

・営利法人が活用できる助成金 

・累犯障害者の受入先について 

その他 ・TV 番組出演者の募集について 

・苦情（郵送物の発送ミス、利用施設について等） 

 

○公的サービスの隙間にある相談の一例 
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2．平成 20 年度の地域福祉コーディネーターの取組み 

（１）地域懇談会の開催 

あいあいプランの計画策定時等は、地域の課題について住民に意見を出してもらうために地 

域懇談会を開催した。今年度は、防災、介護、公衆衛生等分野別に話し合う場を設定してきた。 

 

■認知症の高齢者を支える家族の会 立ち上げ支援 

 認知症の高齢者に限らず、介護に携わっておらえるご家族の負担は大変大きい。病院にも長く入

院できず、在宅での介護を余儀なくされていたり勤めをやめて介護に当たる人もいる。長引く介護

生活のなかで精神的に落ち込んだり、虐待に結びつくこともある。そういう方の心理的な負担を同

じ立場の方同士でケアしたり、情報交換をする場が必要と考えた。賛同してくださるボランティア

の方のご協力で講座の開催、家族会の立ち上げをすることができた。 

○講 座 「認知症の理解とケア」 

日 時 平成 20 年 7月 14 日（月） 

 会 場 若葉会館 

 内 容 講座①「認知症を知る～その理解と対応」 

 都立多摩総合精神保健福祉センター 

 向山晴子医師 

     講座②「家族会～支える人を支える場所」  

          国分寺市認知症高齢者を支える家族の会 朝倉さく氏 

 参加者 住民 47 名  スタッフ 5名(ボランティア 3名・社協 2名) 

 成 果 8 月より、ボランティア 3 名の方のご協力を得ながら毎月 1 回家族会を定例開催するに

至った。（以下「ボ」＝「ボランティア」の意） 

6/2（世話人会）、7/１（世話人会）、8/19（参加者 2名・ボランティア 2名）、 

9/8（7 名・ボ 3名）、10/20（5 名・ボ 2）、11/10（7 名・ボ 3名）、 

12/8（5 名・ボ 2名）、1/19（ミニ学習会開催・7名・ボ 3名）、 

2/9（6 名・ボ 3名、見学 2名）、3/9（8 名・ボ 3名） 

     参加されている方からは「ここへ来て気持ちが楽になってきた」等の感想や、介護につ

いての学習会、情報交換等が交わされ、介護者の孤立状態を防いでいると言える。 

 

■栄町における四者懇談会（自治会長、民生児童委員、地域包括支援センター、社協） 

民生児童委員活動（災害時に一人も見逃さない運動等）と自治会における防災活動の連動を図り、

災害時要援護者への対応策、災害時の減災を目指すために開催した。自治会に所属していない世帯

への対策等も話題にし、見守りのネットワークを広げたい。 

 日 時 平成 20 年 6月 11 日（水），13 日（金） 

 場 所 さかえ会館 

 参加者 11 日（水） 

自治会長 8名/民生委員 4名/ 
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地域包括支援センター2名/社協 3名/行政 2名 

     13 日（金） 

自治会長 7名/民生委員 9名/地域包括支援センター2名/社協 3名/行政 2名 

 内 容 自己紹介/自治会、民生委員の活動上の課題/地域包括支援センターの機能について紹介/

地域福祉コーディネーター活動報告 

 成 果 防災分野に止まらず、防犯、青少年の犯罪防止、自治会運営の難しさや組織率の低下に

も及んで意見が出された。自治会によっては持ち回りで 1年ごとに会長や役員が交代と

なる。継続的な議論の積み重ねに工夫が要るが何らかの形で今後も懇談の場を作りたい。 

 

■自治会単位、班単位を中心とした防災懇談会 

      上記の四者懇談会の中では小地域での防災対策について触れられていた。また、車椅子を使って

生活されている方々からも、介助員がいない時間帯に、震災が発生した場合のことを考えると不安

であるという訴えがあった。そこで、車椅子を使って生活されている方が居住する地域を選定し、3

つの自治会に協力頂いて開催した。 

 

○市営江ノ島住宅自治会 

日 時 ①第 1回 平成 20 年 10 月 19 日（日）「防災！茶話会」 

     ②第 2回 平成 20 年 11 月 30 日（日）「防災！江ノ島住宅自治会で必要な準備」 

          （立川市防災課による学習会） 

 場 所 市営江ノ島住宅自治会集会室 

 参加者 ①住民 15 世帯 17 名 介助員派遣事業所 2名 地域包括支援センター1名 社協 2名 

     ②住民 13 世帯 15 名 民生委員協力員 1名 地域包括支援センター1名 

 

○南栄会自治会 

 日 時 平成 20 年 12 月 6 日（土）「防災！茶話会」 

 場 所 南栄会自治会集会所 

 参加者 住民 4名 地域包括支援センター1名 社協１名 行政 1名 

 

○若葉町団地自治会 

 日 時 ①平成 21 年 2月 12 日（木）「防災！若葉町団地で必要な対策とは」 

     ②平成 21 年 2月 14 日（土）       〃 

 場 所 若葉町団地集会室 

 参加者 ①住民 13 名 他地域 3名 地域包括支援センター2名 行政 1名 社協 1名 

     ②住民 19 名 行政 1名 社協 1名 

 

○けやき会（けやき台団地老人会） 

 日 時 平成 21 年 3月 19 日（金）「けやき台団地での防災のとりくみ」 

 場 所 けやき台団地集会室 
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 参加者 会員 26 名 

 

○成果 

車椅子で生活している方のご自宅で避難路の確保や、近隣の方でもできる救出方法について具体

的に「カルテ」を作成することになり、近隣住民と救助法を共有することになった。 

茶話会をきっかけに自治会に加入される方もいた。 

障害がある方と近隣住民、また介助員と近隣住民を引き合わせることで、あいさつができる関係

づくりに貢献できた。 

老人会等では地域の学習館での防災企画へは肉体的につらく参加できないが、自治会の集会室等

ならできる、という方がほとんどで防災についてのまとまった話を始めて聞く機会となった。同時

に発災時の見守りについてはネットワークが弱く、災害時要援護者への取り組みが必要であること

を感じた。 

○今後の活動に向けて 

障害がある方への支援については、利用契約関係にある介助人派遣事業所や自立生活センター立

川、地域包括支援センターとも連携をし、地域で暮らす災害時要援護者への具体的な支援の仕方、

ご近所との関係作りの仕方を研究している。防災ボランティアの養成がないと、この計画は進まな

いと思われるので、担い手の養成をしていく。 

老人会等がある地域については、定例会等で防災の講座を開催させてもらい、自助の体制を強め

たい。 

 

■公衆衛生・飼い主のいない猫への対策について 

 平成 19 年に自治会長へのヒアリングをする中で、飼い主のい

ない猫をめぐっての住民トラブルが多く発生しているという情

報を複数から頂いた。まずは他地域の先行事例等に学び、活動

のきっかけにするため、立川市自治会連合会栄町支部との共催

で、シンポジウムを開催した。その後もシンポジウムの参加者

や有志が集り、定期的な会合を通じて栄緑道を手始めに猫の捕

獲･不妊去勢手術を実施されている。コーディネーターは会議に

参加し連携をとりながら、行政との取次ぎや広報の手伝い、助成金申請の情報提供等を行った。 

会報紙も発行され、自治連加盟の自治会には回覧板での広報を依頼しておられる。未加盟の自治

会には、コーディネーターから回覧を依頼し周知の手伝いをしている。 

○定例会 4/24、5/21、6/18、7/29、8/19、9/18、10/21、11/17、12/16、1/20 

○その他 6/18 市内外 2つの活動グループに声をかけ、活動の課題について情報交換をする場を

設けた。参加者は 9名。栄福祉作業所にて。 

○今後について 

 委員会は独自に活動を展開されているので、コーディネーターとしては必要なときに通常の相 

談対応を行っていく。 

 



 - 18 -

 

（２）交流の場作り 

■地域への働きかけの状況（わかば包括、民生委員、栄町グッドネイバーをすすめる会の協力） 

 ① 4/ 8 栄福祉作業所 健康体操立ち上げ（参加者 1名 登録者 2名になり立ち上げ） 

② 6/16 若葉会館 健康体操体験会（参加者 7名 4 名が登録） 

 

■社協支え合いサロン立ち上げ 3 グループ 

① ハッピーメイト（高齢者向けサロン） 

② スマイル（子育てサロン） 

③ 栄サロン 

 

○成果 

 上記「健康体操」とあるのは立川市保険課の事業である「生き生き健康づくり事業」のことであ

るが、NPO 法人ケアセンターやわらぎさんが運営の受託をされている。やわらぎさんのスタッフに

よるサポートによって順調に参加者が伸び、定着して参加している方が多い。特筆したいのは参加

者の中には認知症が疑われる方や呼び寄せ介護で地方から引っ越して来られた方もおられ、地域社

会との関係を作るきっかけとなっている。この体操教室が唯一の地域参加の場になっている方もい

らっしゃる。体操の開催日には当日の電話連絡をして参加の確認が必要な方もいるが、生活に根付

くまでは御家族と連携をとりながら個別対応を続けたい。 

またある会場では、始めはコーディネーターが開催日に家まで迎えに行くことを続けていたが、

次第に住民同士で誘い合って参加を促すようになったり、「近くで開催しているなら」と今までほと

んど近隣と交流のなかった人が参加するに到っている。 

 

（３）調査・広報活動 

社会資源の調査・報告を兼ねて、若葉町の自治会長、老人会へ依頼しヒアリングを実施した。 

○実施状況 

8/21 かしのみ自治会、8/26 むさしの自治会、9/5 緑ヶ丘自治会、9/1 若草会、9/7 若葉自治会 9/27

ときわ会、9/27 東会、10/10 十番組自治会、12/20 若葉町団地自治会、1/14 十番会（老人会）、1/19

けやき台団地自治会、1/22 若葉会（老人会） 

○共通した課題 

・集会室を持つ自治会が少ない。 

・活動をしていない自治会も多い。年に 1回の総会だけ、等。そういうところは「自治会は 

いらないのでは」という声が良く聞かれる。 

○成果 

・火災警報器取り付けについて、共同購入や行政の補助制度についての情報提供、手配の手伝 

い等をさせて頂いた。自治会によっては、各戸訪問の機会が増える等の効果があり、高齢世帯

で見守りが必要な方の発見につながったケースが数件あった。地域包括支援センターと連携し、

見守り活動につなげたい。 
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・ヒアリングがきっかけとなって、次の会合に出席してコーディネーターの広報や福祉の情報提

供等につながった。 

 

（４）その他 

■講座の開催 

○「新型インフルエンザパンデミックへの対策～事業所の対策とネットワーク～」 

 日 時 平成 20 年 11 月 12 日（水） 

 場 所 立川市総合福祉センター 

 参加者 55 名 

 成 果 福祉団体の事業継続やネットワーク作りのために開催をし、広報もしたが福祉・介護保

険関係事業所からの参加と一般市民や企業からの参加が半々くらいであった。内容はと

ても分かりやすく、参加者からのアンケートでは満足度が 100％だった。学習内容を受

け、地域の自治会や老人会等での開催の必要性を実感した。 

 

○「新型インフルエンザの脅威」 

 日 時 平成 21 年 3月 30 日（月） 

 場 所 若葉会館 

 参加者 10 名 

 成 果 広報不足で参加者が目標の半分となった。参加された自治会関係者からは自分の自治会

でも開催したいという意向があり、お手伝いをさせて頂きたい。 

 共 催 グッドネイバー若葉 北部東わかば地域包括支援センター 

 

■地域団体との協働事業 

 グッドネイバー推進団体等と協働して講座の開催等をした。コーディネーターは講師の紹 

介、打ち合わせや広報の支援等で関わることが多かった。 

 

○「認知症の早期発見の目安」「高齢者の医療費にいくらかかるか」 

 日 時 平成 20 年 7月 5日（金） 

 場 所 若葉会館 

 参加者 48 名   

主催 グッドネイバー若葉 

 

○「認知症を考える」 

 日 時 平成 20 年 12 月 6 日（土） 

 場 所 さかえ会館 

 参加者 36 名 

 主 催 栄町グッドネイバーをすすめる会 
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■課題解決のためのしくみ作り 

○迷子になる認知症がある高齢者への対応 

 「認知症の高齢者を支える家族会」の参加者や地域住民の話から、認知症の高齢者が外出した 

まま迷子になってしまい家族が探し回るという事態がよく発生していることがわかった。ちょう 

ど栄町に事業所を置くタクシー会社に相談したところ、無線を使った見守りは検討が可能とのこ 

とだったので、高齢福祉課とお引き合わせをした。市内事業所、警察、タクシー会社、住民とど 

うネットワークを作っていくかを研究している。 

 

○小中学校に通う障害のある生徒への対応（介助員の紹介） 

 市内の小中学校で学ぶ障害がある生徒には教育委員会から介助員が派遣されている。だが人材 

不足の課題があることが分かった。障害児の教育権を保障する意味から、市民活動センターで 

も学校と連携して介助員の資質がある方を学校に紹介していた。今後は介助人派遣事業所にも力 

を頂きながら、さらに滞りなく人材が配置されるようなシステムを関係機関に提案していく。卒 

業後の生活もそのことにより安心感が高まることを期待している。 

 

■立川市防災モデル地区推進事業への参加 

 平成 20 年度は栄町と若葉町がモデル地域となっていた。災害時要援護者の安全確保の取り組 

みのため、また事業所間の連携を図るため、コーディネーターとして福祉施設や介護保険事業所、 

訪問看護ステーション、ボランティアの方々等への参加呼びかけをした。だが段々と全体的に 

も参加者が減ってきてしまい、福祉関係者や介護保険事業所間の連携を図ることはほとんどでき 

なかった。住民と福祉関係者をお引き合わせすることも満足にできなかったと思う。 

同時に要援護者となる住民に対し具体的に減災対策を講じなければ災害に強い街づくりには 

つながらず、要援護者の家屋内の避難路にまで落とし込んで対応を推進する組織もボランティアも

ほとんどいない、ということが分かった。全国には先駆的な活動例があるので、ボランティアや行

政とネットワークを構築したり、住民組織と連携をして来年度の事業を進めて行きたい。 

 

（５）コーディネーターへの相談について 

 困りごと等は、ご本人からよせられる相談は第三者を介して頂くことが多い。他機関や会合等で

コーディネーター自身が見聞きした案件に対応したもの、また広報や会合出席等も含めて訪問相談

内容件数にしている。平成 20 年度は内容の比重に大きな変化はないが、連絡調整の時間が前年に比

べ多くなっている。これは例えば健康体操教室を立ち上げた後でその定着までのフォローに時間や

労力を多く割いていることが影響している。 

※相談件数の数え方は、1つの相談を１件とせず、1つの相談がある程度終了するまで時間をとって

活動した回数としている。例えば 1つの相談に関連して 3回の訪問やコーディネートをした場合は

3件となる。 
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 連絡調整 

※各種団体の定例会出席、団

体間やボランティアの引き合

わせ等 

普及啓発 

※地域福祉市民活動計画やコ

ーディネーターの説明、介護

予防、サロン普及啓発等 

調査研究 

※自治会長や関係機関へのヒ

アリング、団体活動訪問、情

報収集等 

4 月 17 件 6 件 2 件 

5 月 22 件 11 件 3 件 

6 月 19 件 9 件 6 件 

7 月 14 件 8 件 1 件 

8 月 12 件 5 件 4 件 

9 月 14 件 5 件 5 件 

10 月 15 件 9 件 8 件 

11 月 16 件 6 件 4 件 

12 月 12 件 7 件 5 件 

1 月 13 件 10 件 11 件 

2 月 15 件 7 件 8 件 

3 月 13 件 4 件 4 件 

合計 182 件 87 件 61 件 

 

各種相談  

見守り

/介護 

生計 住居 虐待 家事 市民学

習 

子ども ボラン

ティア 

その他

4月 7 件 1 件 0 件 0 件 1 件 6 件 4 件 4 件 1 件 

5 月 4 件 1 件 0 件 0 件 1 件 4 件 1 件 2 件 5 件 

6 月 5 件 2 件 0 件 0 件 0 件 3 件 3 件 11 件 3 件 

7 月 0 件 0 件 1 件 0 件 2 件 4 件 2 件 6 件 1 件 

8 月 3 件 0 件 0 件 0 件 0 件 3 件 1 件 2 件 0 件 

9 月 4 件 0 件 1 件 0 件 1 件 2 件 4 件 5 件 0 件 

10 月 7 件 1 件 0 件 0 件 0 件 2 件 3 件 1 件 0 件 

11 月 4 件 3 件 0 件 0 件 0 件 1 件 1 件 1 件 4 件 

12 月 1 件 1 件 0 件 件 1 件 1 件 1 件 1 件 2 件 

1 月 3 件 1 件 0 件 0 件 0 件 1 件 0 件 1 件 1 件 

2 月 17 件 3 件 1 件 0 件 2 件 0 件 0 件 2 件 0 件 

3 月 8 件 0 件 0 件 4 件 1 件 3 件 1 件 5 件 1 件 

合計 63 件 13 件 3 件 4 件 9 件 30 件 21 件 41 件 18 件 
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3．4 つの活動の柱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民参画の運営委員会によるセンター運営 

（1）運営委員会 

市民によるセンター運営を進めていくため、センターのあるべき姿を探求しながら、事業の企

画・推進・評価を市民による運営委員会で行った。また、3 つの専門委員会である「課題解決実行

委員会」「団体支援委員会」「事業推進委員会」でも、委員会自身が具体的実践活動を展開しながら

「市民活動とは何か」を捉えなおし、豊かにし続ける場となっている。 

■運 営 委 員 

20 名     （氏名／選出時区分） 

運営委員長  宮 本 直 樹／社会福祉協議会理事 

副 委 員 長  岩 間 直 人／ボランティア団体 

       安 藤 永 一／企業 

       石 原 康 博／特定非営利活動法人団体 

       泉澤あい子／市民 

       井 上 隆 一／関係行政機関 

       江 夏  馨／ボランティア団体 

       大 村 洋 永／福祉団体 

       岸 野 有 里／特定非営利活動法人団体 

       北 澤  明／ボランティア団体 

       木 村 信 一／市民 

       甲 野  毅／特定非営利活動法人団体 

       佐 藤 達 夫／公募 

       芝 田 達 矢／立川市商工会議所 

       利根川芙海／企業 

       星 野 惠 子／民生委員 

       三 鴨 賢 一／公募 

       村 井 貴 代／ボランティア団体 

「協働」 「市民力と連携のまちづくり」を前進させる

「地域づくり」 地域の課題を地域で解決するしくみづくり 

「活動支援」 人と人とが参加し、つながりあう豊かな社会をつくる 

「運営委員会」 市民参画によるセンター運営 
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       山 尾 桂 子／公募 

       山 家 利 子／特定非営利活動法人団体 

 

○運営委員会 開催回数： 4 回 

① 5／14(水) 平成 19 年度事業報告 

②10／31(金) 平成 20 年度上半期事業報告 

        市民活動体験月間について 

③ 1／23(金) 市民活動体験月間について 

        平成 21 年度事業について 

④ 3／11(水) 市民活動体験月間活動報告 

        平成 21 年度事業案内について 

        運営委員の改選について 

 

○課題解決実行委員会 開催回数：11 回 

センター開設から積み上げてきた相談や事業実績を分析し、解決すべきことは実行する。 

① 4／21(火) 平成 19 年度の事業報告について 

② 4／30(水) 平成 19 年度の事業報告について 

③ 6／ 4(水)  平成 19 年度の事業報告について 

センターの現状課題抽出 

④ 7／11(金)  センターの現状課題抽出 

⑤ 8／ 8(金)  団体が使いやすい補助金制度について 

            センター登録団体のつながりづくりについて 

⑥ 9／ 2(水)  センター登録団体のつながりづくりについて 

       企業が地域に根ざす努力への支援について 

⑦10／ 7(火)  市民活動月間のプログラムについて 

       団体が使いやすい補助金制度について 

⑧11／18(火)  企業が地域に根ざす努力への支援について 

       団体が使いやすい補助金制度について 

センター登録団体のつながりづくりについて 

⑨12／12(金) 「市民活動団体が使いやすい補助金制度」について 

       ※課題解決実行委員会との合同委員会 

⑩ 1／19(月)  助成事業とアンケート実施について 

       市民活動月間について 

⑪ 2／17(火)  助成事業に関するアンケートについて 

⑫ 3／17(火)  助成事業に関するアンケートについて 

 

○団体支援委員会 開催回数：11 回 

助成事業や市民活動団体向けの講座企画・実施等多様な団体支援の手法について検討を行なう。 
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① 4／18(金) 平成 20 年度前期助成金審査会 

② 4／25(金) 平成 19 年度報告書審査 

③ 5／26(月) 団体連絡会について 

④ 6／16(月) 助成団体活動報告会開催報告 

        団体連絡会について 

⑤ 7／22(火) 平成 19 年度前期助成団体活動報告会開催報告 

⑥ 8／27(水) 平成 19 年度後期助成団体活動報告会について 

        市民活動センターたちかわ登録団体紹介 BOOK 

⑦ 9／19(金) 平成 20 年度後期助成金審査会 

⑧11／10(月) 市民活動月間について 

        市民活動団体マネジメント講座について 

⑨12／12(金) 「市民活動団体が使いやすい補助金制度」について 

        ※課題解決実行委員会との合同委員会 

⑩ 2／ 4(水) 市民活動団体マネジメント講座について 

        助成事業の見直しについて 

⑪ 3／16(月) 平成 20 年度助成金報告書審査 

 

○事業推進委員会  開催回数：12 回 

市民おもしろ大学や団塊世代への地域活動推進、商工会議所等協力団体との企画検討を実施した。 

① 4／ 8(火) 「やってみようか！市民活動 2008｣の振り返り 

② 5／ 9(金) 第 16 回市民おもしろ大学について 

③ 6／13(金)  第 16 回市民おもしろ大学について 

④ 7／ 7(月) 第 17 回市民おもしろ大学について 

       そば打ちボランティア養成講座について 

⑤ 8／ 4(月) 第 17 回市民おもしろ大学について 

       そば打ちボランティア養成講座について 

⑥ 9／ 8(月) 第 17 回市民おもしろ大学について 

              そば打ちボランティア養成講座について 

市民活動月間について 

 ⑦10／ 2(木) 市民活動月間について 

        そば打ちボランティア養成講座について 

 ⑧11／11(火) 市民活動月間について 

        第 18 回市民おもしろ大学について 

 ⑨12／ 3(水) 市民活動月間について 

        第 18 回市民おもしろ大学について 

⑩ 1／15(木) 第 18 回市民おもしろ大学について 

        市民活動月間について 

        そば打ちボランティア養成講座について 
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 ⑪ 2／25(水) 第 19 回市民おもしろ大学について 

 ⑫ 3／25(水) 第 19 回市民おもしろ大学について 

 

協働 

（1）協働の仕組みづくりと市民自治推進活動への支援 

■立川市第 3 次基本計画策定市民会議への支援 

平成 22 年度から 26 年度を計画期間とする「立川市第 3次長期総合計画第 3次基本計画」に市

民の発案を反映させることを目的に市民委員 59 名と職員委員 12名により構成された市民会議の

進行と市民会議での提言のとりまとめを平成 20 年度から 21 年度にかけて担っている。 

21 年 7 月の市民提言提出に向けて、全体会、分科会(「計画推進」「福祉保健」「生活環境」「教

育文化」「都市づくり」「産業」)、幹事会を軸に進行中である。 

 

 

○立川市第 3 次基本計画策定市民会議全体会 

 日 時 会 場 人数 内 容 

調整委員打合せ 10 月 14 日(火) 総合福祉センター 3 名 ･調整委員の役割 

･市民会議進行方法 

第 1回市民会議 10 月 25 日(土) 市民会館第 1会議室 53 名 ･委嘱状伝達 

･基本計画策定について 

･市民会議について 

･今後の進め方 

第 2回市民会議 11 月 8 日(土) 市民会館第 1会議室 43 名 ･会議の情報公開方法 

･分科会の進め方 

･まちづくり政策協働研

究事業と市民交流大学講

座の提言 

「会議力」アップ

学習会 

11 月 29 日(土) 議事堂内会議室 31 名 講師:青木将幸さん 

･会議力を高めるための

解説とグループワーク 

第 3回市民会議 

第 1回分科会 

12 月 20 日(土) 議事堂内会議室 56 名 ･第 2 次基本計画施策取

組み状況、市民意向調査

報告書、市長懇談会につ

いて情報共有 

･第 1 回分科会 

第 1回幹事会 12 月 20 日(土) 議事堂内会議室 15 名 ･幹事会の役割確認 

調整委員打合せ 1 月 6 日(火) 市役所 302 会議室 3 名 ･今後の進行について 
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第 2 回分科会 1 月 10 日(土) 市民会館会議室等 58 名 ･6分科会に分かれて検討

テーマ抽出 

第 2回幹事会 1 月 10 日(土) 議事堂内会議室 13 名 ･今後の幹事会の進め方 

調整委員打合せ 2 月 2 日(月) 市役所 302 会議室 3 名 ･今後の進行について 

第 3回幹事会 2 月 7 日(土) 議事堂内会議室 10 名 ･分科会進捗報告 

･中間報告に向けて 

第 4回市民会議 3 月 21 日(土) 市民会館第 1会議室 45 名 ･各分科会中間報告と意

見交換 

第 4回幹事会 3 月 21 日(土) 市民会館第 4会議室 12 名 ･横断的テーマについて 

 

○立川市第 3 次基本計画策定市民会議「計画推進」分科会 

 日 時 会 場 人数 内 容 

3 2 月 7 日(土) 市民会館第 1会議室 12 名 ･「～あって欲しい」市役所、市議会、市

民の検討 

4 2 月 21 日(土) 議事堂内会議室 11 名 ･「～あって欲しい」市役所、市議会、市

民の検討 

5 2 月 27 日(金) 市民会館第 1会議室 10 名 ･「～あって欲しい」市役所、市議会、市

民の検討 

6 3 月 7 日(土) 市民会館第 2会議室 9 名 ･「～あって欲しい」市役所、市議会、市

民の検討 

 

○立川市第 3 次基本計画策定市民会議「福祉保健」分科会 

 日 時 会 場 人数 内 容 

3 2 月 7 日(土) 議事堂内会議室 12 名 ･現状課題整理と意見交換 

4 2 月 21 日(土) 議事堂内会議室 13 名 ･現状課題整理と意見交換 

5 3 月 14 日(土) 市民会館第 2会議室 8 名 ･ありたい姿について 

･中間報告素案の検討 

 

○立川市第 3 次基本計画策定市民会議「生活環境」分科会 

 日 時 会 場 人数 内 容 

3 2 月 7 日(土) 市民会館第 4会議室 9 名 ･検討項目、現状課題、施策アイデア抽出

4 2 月 19 日(木) 市民会館第 1会議室 9 名 ･現状課題抽出 

5 3 月 5 日(木) 市民会館第 4会議室 9 名 ･現状課題抽出 

6 3 月 14 日(土) 市民会館第 3会議室 8 名 ･中間報告素案の検討 
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○立川市第 3 次基本計画策定市民会議「教育文化」分科会 

 日 時 会 場 人数 内 容 

3 2 月 7 日(土) 市民会館第 2会議室 9 名 ･3 テーマ案の検討 

4 2 月 21 日(土) 市役所 302 会議室 7 名 ･3 テーマの確定 

5 3 月 14 日(土) 市役所 302 会議室 6 名 ･中間報告素案の検討 

 

○立川市第 3 次基本計画策定市民会議「都市づくり」分科会 

 日 時 会 場 人数 内 容 

3 2 月 14 日(土) 議事堂内会議室 11 名 ･これまでの施策を評価、チェックシート

に基づき確認 

4 3 月 14 日(土) 市民会館第 2会議室 9 名 ･課題抽出、ありたい姿の検討 

 

○立川市第 3 次基本計画策定市民会議「産業」分科会 

 日 時 会 場 人数 内 容 

3 1 月 31 日(土) 議事堂内会議室 6 名 ･ありたい姿、現状課題、具体的施策の関

係図作り 

4 2 月 19 日(木) 市民会館第 2会議室 7 名 ･ありたい姿、現状課題、具体的施策の関

係図作り 

5 3 月 4 日(水) 市民会館第 7会議室 6 名 ･ありたい姿、現状課題、具体的施策の関

係図作り 

 

■たちかわ協働みらい会議・自治基本条例市民研究会への支援 

第 2 次基本計画策定のための市民会議有志メンバーを中心に、計画の進捗状況を確認することを

目的に発足された「たちかわ協働みらい会議」と自治基本条例について学習する「自治基本条例市

民研究会」について、市民会議後も継続して後方支援を行ってきた。必要に応じて行政との協働の

機会づくりを担っていく。 

 

○たちかわ協働みらい会議の実施支援 

 ①11 月 27 日(金) 第 2次基本計画の進捗状況について 

○自治基本条例市民研究会の実施支援 

 ① 5 月 13 日(火) 自治基本条例についての学習と情報交換 

 ② 6 月 5 日(木) 自治基本条例についての学習と情報交換 

 ③ 7 月 4 日(金) 自治基本条例についての学習と情報交換 

 

（2）たまがわ・みらいパーク企画運営委員会への支援 

■たまがわ・みらいパーク企画運営委員会への支援 

 平成 16 年 4 月に廃校となった旧立川市立多摩川小学校について、市民の声を反映した跡地の活用

方法の実現を目的に市民委員会が発足した。市民委員会でまとめた提言は平成 18 年 1月に市長へ提
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出された。 

 平成 18 年 4 月からは委員 17 名(前委員会からの推薦 3名、公募委員 6名、夢育て・たちかわ子ど

も21プランからの推薦3名、行政職員5名)から成る旧立川市立多摩川小学校運営協議会が発足し、

市民活動センターは、基本コンセプトの具現化や市民と行政との新しい協働型の運営、運営体制、

施設・設備管理・プログラム実施に関するルールをまとめていくための支援を担った。 

 平成 20 年度は、昨年度同様「たまがわ・みらいパーク企画運営委員会」が、行政と協働しながら

施設を運営していくための支援等の側面的な支援を行なった。 

 

（3）市民活動団体との協働事業の実施や地域イベントへの参画 

■ふれあいミュージックフェスティバル 2008 

東京ガス（株）多摩支店、国立音楽大学との協働により平成 20 年で第 16 回目の開催を迎えた。 

この催しは障害のある方や、日頃クラシックコンサートに接しにくい方でも安心して参加できる

取り組みとして開催している。多くのボランティアにも協力いただき、車椅子･ストレッチャーを使

用されている方の会場誘導等も行っている。 

例年楽しみにしてくださる市民が多く、当日アンケートに寄せられる声からも満足度は高い。ま

た市内福祉施設で、当日の来場が難しい方へ国立音楽大学学生による出張コンサートを実施し好評

を得た。 

○開 催 日    平成 20 年 12 月 14 日(日) 

○会 場    国立音楽大学講堂・大ホール 

○内 容    木管楽器、金管楽器、オカリナ独奏、パーカッション等 

○来 場 者    1,110 名 

○入 場 料    無 料 

○ボランティア    31 名 

○プレコンサート    ① 9／20(土) ／ スマイルくらぶ ／サキソフォーン四重奏 

              ② 9／27(土) ／ 介護老人福祉施設 敬愛ホーム ／フルート・ピアノ 

       ③10／11(土)  ／ 介護老人保健施設 国立あおやぎ苑立川 ／フルート・ピアノ 

④10／18(土) ／ 介護老人福祉施設 フェローホームズ ／金管五重奏 

⑤11／ 8(土)  ／ 地域デイサービス テイクオフ  

／フルート・ヴァイオリン&ピアノ 

⑥11／15(土)  ／ 介護老人福祉施設 至誠キートスホーム ／ピアノ連弾 

 ○特別協賛  東京ガス株式会社 多摩支店 

 ○後  援  立川市 国立音楽大学 ㈶立川市地域文化振興財団 

 

■企業の CSR 活動や社員研修への協力 

企業から寄せられる「寄附がしたい」「CSR(企業の社会的責任)活動がしたい」「社会貢献できる人

材育成プログラムを実施したい」といったご相談にのり、実施のための支援を行った。 

○CSR 活動のご相談 

・美容院 HAREKE ／社員で取り組めるボランティア活動について 
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 ・大和ハウス工業㈱多摩支店 ／CSR 活動の展開方法について 

 ・㈱弘久社 ／CSR 活動の展開方法について 

 ・シネマシティ ／CSR 活動の展開方法について 

 ・プルデンシャル生命保険㈱立川支社／高校生のボランティア活動の表彰について 

 ・㈱アルチザネットワークス／CSR 活動の展開方法について 

 

○社員研修への協力 

・三菱東京 UFJ 銀行 

  ○内  容  市内 8ヶ所の施設・団体で 40 名の新入社員がボランティア体験 

  ○日  時  平成 20 年 5 月 14 日(水)・5月 20 日(火) 

 ○協力団体  フェローホームズ、やわらぎホーム・西立川、ワークセンターまことくらぶ、 

        高齢社会の食と職を考えるチャンプルーの会、いろりん、「育て上げ」ネット、 

        星槎国際高等学校立川学習センター、 

立川市社会福祉協議会高齢者デイサービス 

 

■その他の協働事業 

地域団体や NPO と活動分野を超えて結びつき、まちづくりの協働者として共に事業を進めた。 

協働を通して、団体の財源確保の場を確保したり、次の活動展開を探る等した。 

○商工会議所との「市民参加のまちづくり」企画 

○目  的  商工会議所と市民参加プログラムを開催し、まちづくりの推進や団塊世代への 

       活動参加のきっかけとする。 

○日  時  平成 20 年 10 月 11 日(土) 秋桜（コスモス）ウォーキング 

         平成 21 年 3 月 29 日(日) 春うらら桜ウォーキング 

 

○迷惑駐輪クリーンキャンペーン 

 ○目  的  立川駅近くの小学校のうち総合的な学習の時間等で障害のある人との交流をし

た学校に広報し、実際の活動の場とした。 

 ○日  時  平成 20 年 10 月 22 日(水) 

 ○参 加 者  第三小学校・第五小学校・第七小学校の生徒 15 名 

 

○春・秋の楽市 

 ○目  的  市民活動団体のＰＲや財源確保の一環 

 ○日  時  ①春の楽市 平成 20 年 4 月 27 日(土) 

②秋の楽市 平成 20 年 11 月 10 日(土)・11 日(日) 

 ○場  所  国営昭和記念公園みどりの文化ゾーン 

 ○参加団体  市民活動センターたちかわ登録団体及び立川市社会福祉協議会団体会員  

①春の楽市 11 団体 ②秋の楽市 20 団体 
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○第 26 回立川・昭島マラソン大会 

 ○目  的  参加団体の PR と財源確保の支援 

 ○日  時  平成 21 年 3 月 8日(日) 

○参加団体  3 団体 

 

■関係機関が主催する委員会等へのセンタースタッフの参加 

関係団体や行政機関等が主催する各種委員会、研究会等にセンタースタッフ自身が参画すること

で、新たなニーズや情報をつかんだり、ネットワーク作りをする機会とした。 

○立川市地域福祉計画策定委員会 

○立川市地域ケア会議 

○立川市地域包括支援センター介護予防業務連絡会 

○立川市防災モデル地区推進事業 

○柴崎町防災合同訓練実施委員会 

○災害ボランティア担当者連絡会議 

○立川市地域学習館運営協議会準備会 

○立川市民生・児童委員協議会会長会及び定例地区民協 

○西武立川駅周辺ユニまちソフト事業連絡調整会議 

○「楽市」企画運営委員会 

○世界ふれあい祭実行委員会 

○共同作業所マーキー運営委員会 

○福祉ホットライン検討委員会 

○認知症支援拠点モデル事業推進委員会 

○立川高校定時制課程学校運営連絡評議会 

○砂川高校定時制課程学校運営連絡協議会 

○砂川高校通信制課程学校運営連絡協議会 

○東京都教育委員会 地域ボランティアセンターの在り方に関する調査研究委員会 

○東京ボランティア・市民活動センター センター長会議 

○東京ボランティア・市民活動センター 事務局連絡会議 

○東京ボランティア・市民活動センター運営委員会 

○北多摩西部ブロックボランティア担当者会議 

○NPO 担当者連絡会議 

○ボランタリーフォーラム 2009 実行委員会 

 

■センタースタッフによる講師等の派遣 

関係団体が実施する講座、講演会等にスタッフを派遣し、協働した。 

○明星大学ボランティアセンターボランティア活動報告会 

（学生ボランティアの意義について） 

○立川市シルバー大学福祉講座（ボランティア活動について） 
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○全国社会福祉協議会 社会福祉協議会活動全国会議 

○市民交流大学開講 1 周年記念の集い 

○ユニベールボランティア東京学習会（高齢者にかかわるボランティア活動） 

○立川市南部西エリア小地域ケア会議（地域力を高める「災害とケアマネージャー」） 

 

地域づくり 

（1）小地域福祉活動の推進  

■町単位での取り組み 

○栄町・若葉町 

「2．平成 20 年度の地域福祉コーディネーターの取組み」に前掲。 

 

 

○西砂町･一番町(西砂・一番市民活動ネットワーク) 

 日時・会場・参加者数 主な協議内容 

1 平成 20 年 4月 23 日(水) 

西砂学習館   参加者 8名 

西砂・一番市民活動ネットワーク準備会

2 

 

平成 20 年 5月 2日(金) 

西砂学習館   参加者 5名 

西砂・一番市民活動ネットワーク準備会

3 

 

平成 20 年 5月 13 日(火) 

西砂町     参加者 2名 

総会準備 

4 

 

平成 20 年 5月 20 日(火) 

西砂学習館   参加者 8名 

西砂・一番市民活動ネットワーク設立総

会 

5 平成 20 年 6月 19 日(木) 

西砂学習館   参加者 7名 

ネットワークで取り組む活動について 

6 

 

平成 20 年 6月 30 日(月) 

一番福祉作業所 参加者 8名 

ネットワークと関係機関の懇談会 

7 

 

平成 20 年 7月 22 日(火) 

西砂学習館   参加者 7名 

ネットワークで取り組む活動について 

8 

 

平成 20 年 8月 11 日(月) 

西砂町     参加者 2名 

ネットワークで取り組む活動について 

9 

 

平成 20 年 8月 21 日(木) 

西砂学習館   参加者 6名 

ネットワークで取り組む活動について 

10 

 

平成 20 年 9月 5日(金) 

一番福祉作業所  参加者 11 名 

オープンガーデン説明会 

11 

 

平成 20 年 9月 16 日(火) 

西砂学習館   参加者 8名 

オープンガーデン活動について 
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12 

 

平成 20 年 9月 25 日(木) 

西砂学習館   参加者 11 名 

オープンガーデン作業日 

13 

 

平成 20 年 10 月 1 日(水) 

一番福祉作業所 参加者 4名 

オープンガーデン打合せ 

14 

 

平成 20 年 10 月 21 日(火) 

西砂学習館   参加者 6名 

今後の活動の進め方について 

15 

 

平成 20 年 11 月 21 日(金) 

西砂学習館   参加者 5名 

子育て支援活動について 

オープンガーデンの今後の進め方 

16 

 

平成 20 年 11 月 26 日(水) 

一番福祉作業所 参加者 3名 

子育て支援活動について 

 

17 平成 20 年 12 月 10 日(水) 

天王橋会館   参加者 12 名 

今後の活動の進め方 

18 平成 21 年 1月 23 日(金) 

西砂学習館   参加者 6名 

今後の活動の進め方 

19 平成 21 年 2月 5日(木) 

西砂学習館   参加者 5名 

今後の活動の進め方 

20 平成 21 年 2月 26 日(木) 

一番福祉作業所 参加者 6名 

オープンガーデン作業日 

21 平成 21 年 3月 10 日(火) 

西砂学習館 参加者 8名 

オープンガーデンの今後の進め方 

 

○幸町 

 日時・会場 主な協議内容 

1 平成 20 年  5 月 20 日(火) 

幸町    参加者 3名 

今後の活動の進め方 

2 平成 20 年  7 月 16 日(水) 

幸町    参加者 3名 

今後の活動の進め方 

3 平成 20 年 10 月 3 日(金) 

幸町    参加者 3名 

今後の活動の進め方 

4 平成 20 年 10 月 16 日(木) 

幸学習館  参加者 17 名 

セミナー｢地震災害時の地域活動につい

て考えてみませんか？｣ 

5 平成 20 年 10 月 25 日(土) 

幸学習館  参加者 18 名 

セミナー｢地震災害時の地域活動につい

て考えてみませんか？｣ 

6 平成 20 年 11 月  5 日(水) 

幸学習館  参加者 17 名 

幸町の課題について 

7 平成 20 年 12 月 10 日(水) 

幸町    参加者 3名 

今後の会の進め方 
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8 平成 20 年 12 月 19 日(金) 

幸学習館   参加者 25 名 

幸町の課題について 

9 平成 21 年  1 月 16 日(金) 

幸学習館   参加者 9 名 

今後の活動の進め方 

10 平成 21年   3月 6日(金) 

幸学習館  参加者 15 名 

人がつながる夜回り活動について 

 

○高松町 

 日時・会場 主な協議内容 

1 平成 20 年  10 月 21 日(金) 

総合福祉センター 参加者 4名 

幹事会 

懇談会の進め方について 

2 平成 20 年  11 月 21 日(金) 

たかまつ地域包括支援センター 参加者 4名 

幹事会 

懇談会の進め方について 

3 平成 20 年  11 月 29 日(土) 

高松学習館 参加者 35 名 

高松町の現状・課題について 

4 平成 20 年  12 月 8 日(月) 

たかまつ地域包括支援センター 参加者 4名 

幹事会 

懇談会の進め方について 

5 平成 21 年  1 月 16 日(金) 

たかまつ地域包括支援センター 参加者 4名 

幹事会 

懇談会の進め方について 

6 平成 21 年  1 月 24 日(土) 

高松学習館 参加者 23 名 

課題検討テーマの絞込み 

7 平成 21 年  2 月 3 日(火) 

高松学習館 参加者 3名 

幹事会 

懇談会の進め方について 

8 平成 21 年 3 月 17 日(火) 

高松学習館 参加者 3名 

幹事会 

懇談会の進め方について 

9 平成 21 年 3 月 28 日(土) 

高松学習館 参加者 19 名 

具体的な活動の進め方について 

 

 

○柏町団地 

 日時・会場 主な協議内容 

1 平成 20 年  9 月 13 日(土) 

柏町団地集会所 参加者 4名 

団地内での課題について 

2 平成 20 年 10 月 19 日(日) 

柏町団地集会所 参加者 8名 

団地内での課題について 

3 平成 21 年  1 月 25 日(日) 

柏町団地集会所 参加者 6名 

団地内での課題について 
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4 平成 21 年 3 月 22 日(日) 

柏町団地集会所 参加者 8名 

今後の活動について 

 

■グッドネイバー推進団体支援 

市民が地域の中で、共に学び、参加し、支え合うまちづくりをすすめる目的で、市内 4地区（若

葉町、柴崎町、西砂町・一番町、栄町）にグッドネイバー運動推進団体を指定し、活動費の助成や

情報交換を行った。また、平成 16 年に行なった本会の地域福祉市民活動計画及び立川市行政の地域

福祉計画の策定時は、この 4地区で地域懇談会を開催し、計画に反映させた。 

17 年度は策定された計画の内容について 4地区で説明会を開いた。19 年度からは栄町と若葉町を

対象に地域福祉コーディネーターが配置され、連携を図りながら地域活動を展開した。 

西砂町・一番町では松中小学校内ふれあい交流室での子どもの見守り活動が定着し、地域の中で

大きな力となっている。また、柴崎町では学校と地域のつなぎ役として子どもの居場所作りだけで

はなく、地域の人材育成等の機能も果たしている。本センターとしては、地域での協議の場を作り

出すような役割を引き続き果たしていくことも期待している。 

他の地域でもグッドネイバーが立ち上がらないか、というご意見をいただくことがあるが、それ

ぞれの地域に合わせて検討をしていきたい。また、22年度から施行予定の第三次あいあいプラン（地

域福祉市民活動計画）の計画策定の動きと合わせながら、地域福祉活動の進め方も含めてどういう

活動形態が現代の地域に有効なのかを検討していきたい。 

 

■支えあいサロンの推進 

市民の孤立を防ぎ、身近な地域の中で緩やかなつながりを継続できる場として、隣近所単位のた

まり場活動である「支えあいサロン」の運営を支援している。 

登録グループは、子育て中の人が多く集うサロンと、高齢者中心のサロンとに分けることができ

る。開催されているサロンの中には、防災活動やサロン開催時以外の時間帯での見守り活動につな

げる取り組みをしているところもあり、地域への波及効果の高さを改めて認識できた。また、高齢

社会において重要な取り組みの一つであるので、新たな人材発掘にも力を入れ一つでも多くサロン

が立ち上がるよう支援していきたい。 

また、活動グループの情報を市民に知らせるために、登録グループ一覧を作成した。 

 

登録サロン数 32 ヶ所  (子)は子育て中心のサロン、(高)は高齢者中心のサロン、無印はその

他／町名は主な活動拠点もしくは、代表者住所所在地を指す 

サロン名 活動内容 

ポニー(子)／高松町 子育て中の親同士の交流。それぞれのメンバーの企画

による学習会、季節ごとの会（お花見、クリスマス会

等） 

親子で学ぶサークル『ハーモニー』

(子)／高松町 幸町 西砂町 

読み聞かせ、歌、自由遊び、講師を交えた「わらべ歌」

講習、遠足等 

スキップママ(子)／富士見町 体操・料理・クラフト・子育て講座開催等 
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パドマ(子)／富士見町 全世代を対象とし、ヨガ、情報交換 

さわさわ(子)／曙町 ランチタイム交流、ボールエクササイズ、ベビーマッ

サージ等 

チーム若葉(子)／若葉町 子育てサークル(ヨガ) 

ママの杜午後2時の会(子)／砂川町 バランスボール等 

スマイル(子)/若葉町 おしゃべり・お茶のみ会 

はぐはぐ(子)／幸町 みんなで子育てについて話す会 

マロンキッズ(子)／高松町 砂川町

柴崎町 

多胎児、親のサークル 

子育てママテニスサークル(子)

／砂川町  

子育て中の親子でのテニスやお食事会、読み聞かせ等

テニスサークルマムマム(子)／錦町 お茶のみ会 

けやきサロン(高)／若葉町 一人暮らしの高齢者の話し相手、相談。食事会、講習

会等 

さき織りボランティアグループ  

ひめりんご(高)／若葉町 

さき織りを中心とした交流 

あすなろ会／富士見町 地域の方と知的障害者作業所とのゲートボールを通

しての交流 

サラおしゃべり会(高)／若葉町 お茶を飲みながらおしゃべりをしたり、企画を開催 

若葉町ボランティアグループ(高) 

／若葉町 

ミニデイサービス 

いろりばた(高)／栄町 お茶飲み会。週代わりで昼食会、語らい、カラオケ、

囲碁、ビデオ鑑賞、手芸 

はなみずき(高)／幸町 お茶飲み会 

けやきクラブ(高) ／若葉町 健康麻雀 

MG会(高) ／若葉町 健康麻雀 

ハッピーメイト(高)/若葉町 お茶のみ会 

松中団地みんなのサロン(高) 

/一番町 

話し合い・お茶のみ会 

いきいきサロン(高)／栄町 健康体操 

福祉あすなろ会(高)／富士見町 散歩及び切手整理等 

さかえサロン(高)/栄町 おしゃべり会 

ダイエットクラブ(その他) 

／富士見町 

スポーツ一般。季節行事は広く声をかけ、地域の支え

あいをすすめる。子育て中の人にも参加しやすくし

て、子育て支援の一環とする。 

さゆりの会(高) ／幸町 ストレッチ体操 

ワークアウトFoe.Mrsの会 エアロビ・親睦会等 
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(その他)/錦 

たんぽぽの会(高)／泉町 太極拳、お茶会 

麦(高)/西砂町 お茶のみ会・手芸 

じゅんじゅん(子)/若葉町 ダンス 

 

（2）小中学校を核とした市民学習支援 

市内の小中高校から依頼を受けて、総合的な学習の時間や一般科目の中で福祉教育、市民学習

に関する、学校と市民のコーディネートをした。この取り組みは地域の支援者であるセンター職

員や特定非営利活動法人自立生活センター立川、障害当事者、地域の高齢者、市民活動団体の活

動者、商店街店主、行政職員等と、関わる市民も増加する中、協働して進めてきた。 

数年来の取り組みの中での肯定的な変化として、地域の支援者が着実に力をつけている。それ

は生徒たちとのやり取りが上達したということに留まらず、学校との打合せにおいてプログラム

を協働で作成する力や、コーディネートをする力もついてきているということである。プログラ

ムの内容についても学校の実情に合わせて臨機応変に作成してきたため、経験が蓄積されている。

また、学校におけるプログラム実施の中で、地域の課題にも触れることが多くある。と同時に、

学校の抱える悩みは地域の状況を反映しているともいえる。学校での取り組みは、地域の教育力

を高める機会でもあると捉え、単にプログラム提供に留まらず住民を視野に入れて活動をしてき

た。今後は、立川市社会福祉協議会の使命「住民主体による福祉コミュニティづくり」を推進し

ていくため、地域の支援者が主体となる市民学習支援のコーディネートを展開していく。 

 

■学校への学習支援や出前講座の実施（相談のみも含む） 

学校と学年 
開催開

始月 

プログ

ラム作

成協力 

協力者のコー

ディネート 

プログラムの分野 

又は紹介した講師や協力者 

機材貸し 

出し協力 

職員

派遣

回数

二小  4 年 1-3 月 ○ 3 名 視覚障害のある人との交流 無 3 

三小  3 年 10-11月 ○ 7 名 
視覚障害のある方・聴覚障害の

ある方・車椅子使用者との交流 
無 6 

四小  4 年 6 月 ○ 3 名 総合福祉センターの見学 無 4 

    4 年 2 月 ○ 3 名 視覚障害のある人との交流 無 7 

五小 1-4 年 9-11 月 ○ 5 名 
車椅子使用者･視覚障害のある

人との交流 
車椅子 5 

六小  3 年 2 月 ○ 3 名 視覚障害のある人との交流 無 6 

5 年 2 月  3 名 
視覚障害のある人・車椅子使用

者との交流 
無 1 

七小  3 年 10-12月 ○ 5 名 
視覚・聴覚・車椅子使用者との

交流 
無 6 

    4 年 10-12月 ○ 5 名 
視覚・聴覚・車椅子使用者との

交流 
無 5 

新生小 3 年 11-12月 ○ 6 名 
視覚・聴覚・車椅子使用者との

交流 
車椅子 5 

    5 年 11-12月 ○ 6 名 
視覚・聴覚・車椅子使用者との

交流 
車椅子 5 
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一中  2 年 2 月 ○ 2 名 
視覚障害のある人との交流・ 

高齢者についての学習 
無 3 

2 名 車椅子バスケ体験 車椅子 6 

2 名 高齢者向け体操指導 車椅子 6 

2 名 ボッチャ（車椅子競技）体験 車椅子 6 

2 名 電動車椅子サッカー 無 6 

2 名 車椅子スラローム 車椅子 6 

二中  2 年 4-5 月 ○ 

2 名 視覚障害のある人との交流 アイマスク 6 

七中  2 年 6 月 ○ 6 名 

福祉作業所利用者とスタッフ、

ホームヘルパー、高齢者施設職

員との交流、 

無 5 

八中 1-3 年 10 月  2 名 
視覚障害のある人、聴覚障害の

ある人との交流 
無 2 

九中  2 年 10 月   ボランティアに関する調査 無 1 

北多摩高 1-A 2 月  1 名 
障害のあるお子さんをもつ親

による講演 
無 2 

1-B 2 月  1 名 
引きこもり等の支援機関の人

による講義 
無 2 

1-C 2 月 ○ 1 名 視覚障害のある人の講義 無 2 

1-D 2 月  7 名 
精神障害の方によるワークシ

ョップ 
無 2 

 

■立川市教員研修への協力 

立川市教育委員会が主催する福祉教育をテーマにした参加型・体験型学習の研修に協力した。平

成 12 年から地域の障害のある方々に協力をいただきながら実施してきたが、実施方法も定着してき

たことから、授業への協力者を多数コーディネートしている特定非営利活動法人自立生活センタ

ー・立川が主となり立川市教育委員会に協力して進めていくことの支援を当センターの目的とした。 

○日 時  平成 20 年 8 月 6日(水) 9:30～16:00 

○場 所  総合福祉センター 視聴覚室 

○参 加 者  立川市および近隣市の教員 11 人 

○内 容  「福祉」や「地域」をテーマに体験型学習のプログラム作り 

○共 催  立川市教育委員会 

○協 力  特定非営利活動法人自立生活センター・立川 障害当事者 13 名市内の教員 1名 

 

（3）都立高校の奉仕体験活動の支援 

都立高校において、平成 19 年度から奉仕体験活動が導入された。市民活動センターたちかわは、

東京都教育庁より教育支援コーディネーターの委託を受け、市内の 3 校（5 課程）に対して、具体

的なプログラム作成の協力や社会資源の情報提供を行なっている。 

課題は、広く地元の自治会や市民活動団体と協力をしてプログラムを開発するための「人財」確

保と高校生が楽しみながら積極的に関わることのできるプログラムづくりである。これについては、

他地域の情報収集やその学校の実情に合わせた工夫をしていく。 
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○各校での取組みについて 

学校名（課程）と実施学年 取組み内容と協力団体 

立川高校（全日制） 

1-2 年生約 640 名 

中学生向け部活動体験 

障害者施設での日常生活支援（リサイクルショップいろりん） 

保育園での保育支援（立川市羽衣保育園、立川市柴崎保育園） 

子育てサークルでの保育支援（ミニトマの木） 

環境保全活動（玉川上水の自然保護を考える会） 

高齢者へのパソコン指導補助（たちかわパソコン倶楽部） 

小学生への夏休み宿題教室支援（学ボラの会） 

立川高校（定時制） 

3 年生約 70 名 

傾聴トレーニング（社団法人日本産業カウンセラー協会） 

国際協力・理解（社団法人 Save The children、一橋大学留学生交

流サークルすなふきん） 

環境（『キャップの貯金箱』推進ネットワーク） 

障害のある人との交流（自立生活センター・立川、市内在住の視覚

障害のある人） 

北多摩高校（全日制） 

1 年生 160 名 

循環型社会を考える（『キャップの貯金箱』推進ネットワーク） 

立川花火大会翌日の清掃活動（立川商工会議所） 

地域振興（高松町商店街） 

国際交流（社団法人 Save The children） 

小学校等での活動(第二小学校、第五小学校・南砂小学校) 

砂川高校（単位制普通科） 

2 年生 144 名 

防災マップづくり 

環境保全活動（『キャップの貯金箱』推進ネットワーク） 

国際協力（財団法人日本ユニセフ協会） 

社会貢献活動（中砂保育園） 

障害のある人との交流 

（市内在住の車椅子使用者、市内在住の視覚障害者） 

砂川高校（通信制） 

全学年 111 名 

進路を考える（自立生活センター・立川雑貨店経営をしている方）

身近でできる環境保全（『キャップの貯金箱』推進ネットワーク）

 

活動支援 

（1）ボランティア情報提供希望者および登録グループとの連携 

【ボランティア情報希望者】 

ボランティア情報提供希望者には、個別に対応し、希望に合わせて具体的な情報を引き出し、活

動につなげることを努めている。 

 

【登録グループ】 

主に立川を拠点として活動している特定非営利活動法人やボランティアグループ等、市民活動団
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体の登録制度を設け情報交換を密にすることで連携を深めた。また、市民活動団体の活きた情報を

広く市民に公開するため、ホームページの運営や「市民活動センター★たちかわ通信」の発行、『登

録グループ紹介 BOOK』の作成を行なった。この他にも、市内福祉施設でのボランティア活動情報

を掲載した『ボラえもん』の発行や助成事業、機材の貸出し、市民活動団体マネジメント講座の開

催、団体同士の情報共有の場として団体連絡会等も行い市民活動団体のそれぞれの活動がより充実

するための連携を図っている。 

○登録グループ     124 グループ（6,599 名） 

・障害のある人や高齢者、医療に関するグループ 33 グループ 

・こどもや子育てに関するグループ       24 グループ 

・環境に関するグループ            10 グループ 

   ・文化・スポーツに関するグループ       22 グループ 

   ・多文化共生に関するグループ          3 グループ 

   ・地域づくり・まちづくりに関するグループ      21 グループ 

   ・いろいろな相談事業に関するグループ          11 グループ 

 

【団体連絡会】 

■市民活動団体連絡会 

○開催日  平成 20 年 7 月 30 日(水) 

○会 場  総合福祉センター 視聴覚室 

○参加団体 15 団体  

ユニベールボランティア東京／青年会議所／国際友好協会（TIFA）／ほっとほっ

とたちかわ／特定非営利活動法人 しらゆり／たちかわパソコン倶楽部／特定非

営利活動法人 たちかわ多文化共生センター／たすけあいワーカーズパステル／

玉川上水の自然保護を考える会／特定非営利活動法人 市民活動サポートセンタ

ー・アンティ多摩／立川親と子のよい映画をみる会／特定非営利活動法人 子ど

もと文化協議会・プラッツ／ミニトマの木／立川みんなの音楽祭組織委員会／特

定非営利活動法人 ケア・センターやわらぎ 

○出された課題 

団体内のメンバー間の意識差／役員や会員の高齢化／活動場所の確保／新規会員

の受け入れ態勢／活動資金不足／外国人への広報手段 

 

（2）市民おもしろ大学の開催 

多様な生き方、価値観をもつ魅力的な立川市民を講師に招き、共に学び、交流することが「市民

文化」を広める第一歩の機会と捉え実施している。 

平成17年度から公募市民が運営に携わっている。市民活動センターたちかわの特色をどのように

出していくのかが、今後の課題である。 

○第16回市民おもしろ大学 

  ○開催日  平成20年 6月22日(日) 
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○会 場  富士見町 

○参加者  16名 

○テーマ  「自然発見！再発見～富士見町の自然と歴史・文化を訪ねる～」 

○講 師  鈴木 功氏 

○第17回市民おもしろ大学 

  ○開催日  平成20年 9月20日(土) 

○会 場  無門庵 

○参加者  66名 

○テーマ  「老舗名物旅館が見守った立川の歴史」 

○講 師  小林日文氏 

○第18回市民おもしろ大学 

○開催日  平成21年2月21日(土) 

○会 場  こぶし会館 

○参加者  35名 

○テーマ  「立川発！旬の野菜を食べよう！！～地産地消と食の安心・安全を考える～」 

○講 師  豊泉 裕氏 

 

（3）市民活動体験プログラム 

■夏！体験ボランティア 2008 

夏休み期間を中心に、市民のボランティア活動のきっかけづくりを目的に市内の福祉施設や市民

活動団体と連携をとりながら実施した。 

福祉分野以外の団体からも体験プログラムの提供をいただくに至っている。 

参加者の傾向として、学生が中心となっている。社会人の方や団塊の世代の方の参加が少ないた

め広報やプログラムのを考えたい。 

○開催時期 7 月～8月を中心とした夏期 

○活動メニュー 市内の受入れ施設・団体等 70 団体 107 プログラム 

○参 加 者  166 名 

 

■そば打ちボランティア養成講座  

 ボランティア活動に興味があっても｢何をしたらいいのかわからない｣、｢男女一緒に参加しやすい

テーマで活動している団体が少ない｣という声を耳にする機会が多くあった。そこで、そういった人

たちが活動することのできる団体を作ろうと、市民活動センターの委員会が中心となって話し合い

を行い、養成講座の開催、団体立ち上げの支援を行った。 

 日時・会場 主な協議内容 

1 平成 20 年 10 月 28 日(火) 

総合福祉センター 参加者 16 名 

そば打ちボランティア養成講座① 

2 平成 20 年 11 月 11 日(火) 

総合福祉センター 参加者 14 名 

そば打ちボランティア養成講座② 
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3 平成 20 年 11 月 18 日(火) 

総合福祉センター 参加者 16 名 

そば打ちボランティア養成講座③ 

 

4 平成 20 年 12 月 2 日(火) 

総合福祉センター 参加者 15 名 

そば打ちボランティア養成講座④ 

5 平成 21 年 1月 20 日(火) 

総合福祉センター 参加者 9 名 

今後の活動について 

そば打ち練習 

6 平成 21 年 2月 10 日(火) 

総合福祉センター 参加者 9 名 

今後の活動について 

高齢者デイサービスでのそば打ち披露 

7 平成 21 年 3月 10 日(火) 

総合福祉センター 参加者 6 名 

今後の活動について 

高齢者デイサービスでのそば打ち披露 

 

■早春!!市民活動体験月間～この春、何か始めよう～ 

これからボランティア活動・市民活動を始めようという方が、気軽に参加でき、市民活動団体の

報告や活動紹介、講演等を通じて、いろいろな情報が得られるイベントとして開催した。 

○開催期間  平成 21 年 2 月 1日(日)～2月 28 日(土) 

○会  場  市内各所 

○参 加 者  5 名 

○協力団体  玉川上水の自然保護を考える会／特定非営利活動法人 バイオマス産業機構 

／たちかわパソコン倶楽部／特定非営利活動法人 市民活動サポートセンタ

ー・アンティ多摩／自立生活体操クラブ／虹の音楽隊／グッドネイバー西砂・

一番／西砂・一番市民活動ネットワーク／立川トーストマスターズクラブ／親

子で学ぶサークル『ハーモニー』／子育て支援ボランティア ミニトマの木／

特定非営利活動法人 より良い住宅環境作りを支援する会／特定非営利活動法

人 教育支援協会 東京第二支部／特定非営利活動法人 東京賢治の学校／特

定非営利活動法人 ケア・センターやわらぎ／ぐる～ぷ あゆみ／特定非営利

活動法人 自立生活センター・たちかわ／立川市手をつなぐ親の会 スマイル

くらぶ／立川失語症さくら会 

 

（5）情報の受発信  

■ボランティア・市民活動情報コーナーの設置 

総合福祉センター2 階に、自由に情報や書籍を閲覧したり、チラシ等を入手したりできるボラ

ンティア・市民活動情報コーナーを設置している。また、貸出しパソコンを使用して情報検索が

できるコーナー｢フリースポット」も運営し、市民が気軽に情報を入手できるようにしている。活

動分野・内容・形態ともに多様な団体が情報を寄せてくださるようになっている。 

豊富な情報収集と同時に、必要としている情報を絞り込んだり、新たな情報を引き出したりす

ることもセンターの役割と認識している。 

○情報数  約 1,500 （まちづくり／保健・医療・福祉／多文化共生・海外支援／生涯学習／

こども／環境・動物保護／災害援護活動／文化・芸術・スポーツ／人権
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／NPO／ボランティア募集／職員募集／資格取得／組織マネジメント

／ファシリテーション等のテーマに関する情報） 

 

■市民活動センターホームページ「市民活動 WEB たちかわ」の運営 

市民活動センターたちかわのホームページ『市民活動 WEB たちかわ』を開設・運営している。イ

ンターネット上にてボランティアの募集情報や市民活動団体のイベント情報等を配信。登録した市

民活動団体については、自身の手元のパソコン操作で情報配信できる仕組みを確立している。 

団体からの情報発信が増加すると同時に、ホームページの閲覧をきっかけに活動への参加につな

がり、市民活動センターへの問合せのきっかけとなることが年々増加している。 

社会福祉協議会のホームページとの整合性を図るための作業部会を立ち上げ予定であったが、平

成 21 年度に持ち越しとなる。作業部会の動きと平行して、センターホームページについても、市民

目線に立ち利用しやすいホームページにするため検討していく。 

○ホームページへのアクセス総数 (平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日) 24,628 件 

（平成 19 年度は 21,384 件） 

 

■市民活動センター情報紙「市民活動センター★たちかわ通信」 

ボランティアや NPO に関する取材記事、情報を毎月 1回、情報紙として発行した。 

市民が自由に手にできるよう、図書館、学習館等に設置すると同時に、市内協力店等でも設置し

ていただき、関係機関、市民活動団体等には直接送付している。また、読売新聞立川北部サービス

センターの協力により、栄町、高松町、曙町の一部においては新聞折り込みにより配布している。 

年 5 回（5 月、7 月、10 月、12 月、2 月）は、立川市社会福祉協議会の機関紙である「あいあい

通信」内に情報を掲載して市内全戸配布している。団体からは、開催する講座やボランティア募集

のお問い合わせをいただいたという声も寄せられている。 

 

○発行回数      12 回（うち 5回は「あいあい通信」） 

○発行部数     5,200 部（「市民活動センター★たちかわ通信」） 

         76,000 部（「あいあい通信」） 

 

 

■市民活動団体リスト・ボランティア受け入れ団体リスト作成 

市民活動センターたちかわ登録団体の紹介冊子「市民活動センターたちかわ登録グループ紹介

BOOK」は 2年ごとの更新である。平成 20 年度は更新の年となるため新規発行をした。 

○「市民活動センターたちかわ登録グループ紹介 BOOK」 

○掲載団体      112 団体 

 

（6）ＮＰＯ法人設立ガイダンス 

NPO 法の解説・法人化の意義・設立に向けた手順や事務についての内容で、年 4 回、平日夜間に

開催。参加団体の活動分野は多岐にわたる。「NPO とは何か」を入り口に多様なグループ運営の相談・
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質問が持ちかけられる場となっている。 

ガイダンスだけでは「日程が合わない」「個別に解説してほしい」という声も多く、適宜、通常の

相談としても受け付けている。 

○参加者延べ人数･･･33 名 (市内在住・在勤 24 名、近隣 9名) 

○参加者層･･･実際に法人化を考えている団体､教養として NPO の仕組みが知りたい市民 

○多い質問･･･「NPO 法人と他法人の違いは?」「役員・社員規程について」 

               「収益事業について」「申請窓口について」 

 

①  5 月 28 日(水) 

参加者   12 名 

参加者の活動分野 引きこもりの子どもの支援、駐車場及び駐輪場

のグリーンパーキング化促進 

②  7 月 23 日(水)  

参加者    8 名 

参加者の活動分野 ヘルパー事業所、農業支援、高齢者向けの住宅

支援 

③ 10 月 22 日(水) 

参加者    4 名 

参加者の活動分野 アフリカ支援の NGO、ゴミ問題の啓発活動、高

齢者支援事業 

④  2 月 3 日(火)  

参加者    9 名 

参加者の活動分野 農家支援、体育協会、環境保護活動、行政書士

 

（7）市民活動団体向け実務講座 

柔軟で特徴ある市民事業を起こす NPO 法人や非営利団体が増加している一方、運営実務能力につ

いては悩みを抱えている団体が多く、本センターで行っている NPO ガイダンスや運営相談利用者か

らも、会計・税務・労務・定款の作り方等に関する専門講座開催を望む声が多いため、運営基盤づ

くりの支援策のひとつとして開催した。 

■NPO 法人・非営利団体のための運営実務あれこれ講座 

○開催日  ①平成 21年 2月 3日(火) ②2月 12日(木) ③2月 14日(土) ④2月 24日(火) 

○会 場  ①②④立川市女性総合センター・アイム ③総合福祉センター 

○内 容  ①NPO 法人設立ガイダンス 講師：市民活動センターたちかわスタッフ 

②定款のつくり方     講師：池澤良子氏 

（東京ボランティア・市民活動センタースタッフ）

③NPO 法人と会計・税務   講師：内藤純氏(公認会計士・税理士) 

④NPO 法人と労務      講師：井嶋栄治氏(社会保険労務士) 

  ○参加者  ①9名 ②6名 ③4名 ④4名 

 

（8）市民活動団体マネジメント講座 

市民活動団体が、組織内部でのマネジメント力をつけることと、団体内外へ活動への共感を広げ

る力をつけることを目的に開催した。 

今年度は、これまでに開催してきた団体連絡会の中から出された「共感者や賛同者が思うように

増えない」という課題を解決するために、「団体の思いを外部へ発信する」「効果的な広報の方法」

という 2つテーマを取り上げて講座を実施した。 

■共感を生み出す発信力 

○開催日  平成 21 年 7 月 30 日(水) 
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○会 場  立川市総合福祉センター 

○講 師  中村泰彦氏 （有限会社ワイ・エー・エス 代表取締役） 

○内 容  共感を生み出す発信力について 

○参加者  15 団体 21 名 

 

■行列のできる!!講座・チラシの作り方 

○開催日  平成 21 年 3 月 6日(金) 

○会 場  立川市総合福祉センター 視聴覚室 

○講 師  牟田静香氏 （特定非営利活動法人 男女共同参画おおた 理事） 

○内 容  ・人の集まらない講座の言い訳トップ 3 

○内 容  ・企画力向上のためのワークショップ 

○内 容  ・効果的な広報の手法について 

○参加者  25 名 

 

■牟田さんから学んだ効果的な講座・チラシの作り方 

テクニカル編～Word で牟田流チラシを作ろう～ 

○開催日  平成 21 年 3 月 19 日(木) 

○会 場  立川市総合福祉センター リハビリテーションルーム 

○講 師  岩間直人氏 （たちかわパソコン倶楽部 代表） 

○内 容  ・牟田さんから学んだ効果的なチラシを Word を使って作成する 

○参加者  8 名 

 

（9）活動資金助成 

■ボランティア活動等助成事業の実施 

市民活動団体の立ち上げ資金や事業費について、団体支援委員会にて審査をし、助成の可否を決

定した。審査のガイドラインに当てはまらないケースも実情やセンターの理念に照らし合わせて判

断をし、必要に応じて要項やガイドラインの改正にもつなげている。今年度は、助成団体のうち 2

団体から助成事業についての意見を聞く場を設ける等、より市民活動団体が使いやすい助成事業と

なるよう改正を行なった。 

 

○立ち上げ資金助成   4 団体     200,000 円 

○事業費等助成    16団体   1,363,693円            平成21年3月現在 

 

団 体 名 申請区分 助 成 額 

特定非営利活動法人 立川子ども劇場 市民交流事業 48,000 円

親子で学ぶサークル『ハーモニー』 市民交流事業 87,750 円
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夢たち応援団 市民交流大学 100,000 円

特定非営利活動法人 教育支援協会 東京第二支部 市民交流事業 100,000 円

すみれ寮ぽれポれコンサート 市民交流事業 70,500 円

市民活動資料・情報センターをつくる会 立ち上げ資金 50,000 円

立川市聴覚障害者協会 社会福祉に関する普及活動 93,588 円

多摩ミュージック 21 市民交流事業 100,000 円

地域デイサービス テイクオフ 2 社会福祉に関する普及活動 48,750 円

立川市手をつなぐ親の会 市民交流事業 78,000 円

キャットニップ 立ち上げ資金 50,000 円

特定非営利活動法人 

市民活動サポートセンター・アンティ多摩 
市民交流事業 100,000 円

立川まちおん 市民交流事業 100,000 円

特定非営利活動法人 

高齢社会の食と職を考えるチャンプルーの会 
市民交流事業 100,000 円

西砂・一番市民活動ネットワーク 立ち上げ資金 50,000 円

立川手話友の会 社会福祉に関する普及活動 75,000 円

音楽のあふれる街にしよう会 市民交流事業 97,500 円

特定非営利活動法人 

市民共同学習プロジェクト子どもひろば 
社会福祉に関する普及活動 100,000 円

ちるちる 立ち上げ資金 50,000 円

立川市砂川公園環境美化グループの会 市民交流事業 64,605 円

 

■助成団体活動報告会の実施 

平成 19 年度助成金報告会を開催した。 

○開催日  平成 20 年 6 月 7日(土) 

○会 場  立川市女性総合センター・アイム 

○参加者  19 名 

 

■民間助成の周知 

民間団体の助成情報を市民活動センターのホームページや広報紙に掲載したり、各団体に個別に

送付したりする等して、市民活動団体やボランティアグループに周知を図った。また助成団体によ

っては、申請団体の活動拠点がある社会福祉協議会が推薦文を記載する欄がある。団体独自の活動
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の意義について推薦文を作成した。 

 

（10）活動スペースの貸出し 
■ボランティアルームの管理運営 

ボランティア活動の拠点として、市内 2ヶ所のボランティアルームの管理運営を行った。 

・しばざきボランティアルーム（シルバー人材センター内／立川市柴崎町 1-17-7） 

・ふじみボランティアルーム（立川市総合福祉センター2階／立川市富士見町 2-36-47） 

 

しばざきボランティアルームの利用件数については、昨年度より 30％減少した。また、ふじ

みボランティアルームの利用件数については、昨年度とほぼ同数であった。 

 

＜利用実績＞ 

 しばざきボランティアルーム ふじみボランティアルーム 

4 月 8 団体 6団体 

5 月 7 団体 7団体 

6 月 9 団体 11 団体 

7 月 2 団体 13 団体 

8 月 5 団体 6団体 

9 月 10 団体 12 団体 

10 月 5 団体 9団体 

11 月 7 団体 11 団体 

12 月 12 団体 7団体 

1 月 0 団体 8団体 

2 月 8 団体 7団体 

3 月 3 団体 8団体 

合計 76 団体 105 団体 

 

（11）機材の貸出し 
○印刷機・拡大印刷機  

印刷機の利用件数は昨年度より 10％増加している。拡大印刷機は昨年度とほぼ同数であった。 

＜利用実績＞ 

 印  刷  機 拡大印刷機 

4 月 36 件  13,800 円 15 件 10,370 円

5 月 28 件  17,700 円 7 件 3,770 円

6 月 25 件  12,050 円 9 件 4,220 円

7 月 26 件  14,000 円 3 件 1,200 円

8 月 15 件  6,750 円 1 件 100 円

9 月 42 件  27,500 円 9 件 4,650 円

10 月 38 件  29,800 円 11 件 5,350 円

11 月 31 件  18,000 円 14 件 8,445 円
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12 月 24 件  21,900 円 5 件 2,580 円

1 月 32 件  25,050 円 7 件 4,500 円

2 月 33 件  19,700 円 9 件 3,250 円

3 月 33 件  12,500 円 6 件 1,950 円

合計 363 件 218,750 円 96 件 50,385 円

 

○パソコン・図書・車椅子の貸出し 

パソコンの利用件数は昨年度より 30％減少した。車椅子の貸出件数についても 20％の減少で

あった。図書の貸出冊数は 20％増加した。 

＜利用実績＞ 

  パソコン 図    書 車椅子の貸出し 

4 月 0 件 2 件 2 冊 5件 41 台

5 月 4 件 2 件 3 冊 4件 34 台

6 月 1 件 3 件 5 冊 1件 3 台

7 月 1 件 3 件 3 冊 0件 4 台

8 月 7 件 3 件 6 冊 1件 1 台

9 月 4 件 3 件 3 冊 4件 49 台

10 月 4 件 4 件 6 冊 8件 45 台

11 月 2 件 2 件 4 冊 3件 21 台

12 月 4 件 3 件 7 冊 2件 17 台

1 月 9 件 4 件 6 冊 2件 20 台

2 月 7 件 4 件 10 冊 3 件 20 台

3 月 7 件 2 件 2 冊 3件 27 台

合計 50 件 35 件 57 冊 36 件 282 台

 

○各種備品の貸出 

＜利用実績＞ 

備  品  名 団  体  数 貸 し出し 数 

ア イ マ ス ク 9 件 延べ 135 枚 

点 字 板 2 件 延べ 20 枚 

マ イ ク ス タ ン ド 3 件 延べ 3台 

Ｐ Ａ ( 音 響 装 置 ) 1 件 延べ 1台 

テ ン ト 0 件 延べ 0張 

 

（12）ボランティア保険 

ボランティア活動を行う方が安心して活動できるよう、ボランティア保険および行事保険の相談、

加入の受付をした。 
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＜利用実績＞ 

ボランティア保険                  2728 名 

ボランティア活動等行事用保険 111 件 4459 名 

 

（13）視察研修・取材の受入れ 

他地区のボランティアセンターや運営委員会の視察研修を受け入れた。 

○ 5／14（水）ユニベール財団ハワイスタッフ視察 

○ 5／16（金）法政大学学生ヒアリング 

○ 6／ 7（土）立教大学院生ヒアリング 

○ 7／22（火）立川市学習館市民嘱託研修 

○ 7／22（火）東京ボランティア・市民活動センター新任研修 

○ 8／ 1（金）ユニベール財団ハワイスタッフ視察 

○ 8／21（木）星槎国際高等学校生徒会 

○ 9／18（木）こくぶんじ市民活動センター 

○ 1／17（土）たまら～ん 

○ 2／20（金）新潟市社会福祉協議会 

 

（14）実習生の受入れ協力 

国家資格である社会福祉士の取得を目指す実習生を積極的に受入れ、人材育成に寄与した。 

○明星大学         1 名      ○武蔵野大学        1 名 

○日本社会事業大学     2 名      ○日本福祉大学       1 名 

○東洋大学         1 名      ○法政大学         1 名 

○立教大学         1 名      ○東京学芸大学       1 名 

○白梅学園大学       1 名      ○早稲田大学        1 名 

                      合 計   11 名（3～5日間） 
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平成 20 年度の市民活動センター事業を振り返って 

 平成 20 年度は、立川市が第 3次基本計画の策定に向けて動き出した年に当たる。この計画は平成

22 年度から平成 26 年度までの 5 年間の計画である。この計画に付随した「福祉・保健」分野の個

別計画となる立川市第 2次地域福祉計画の策定がスタート。それと歩調を合わせて、立川市社会福

祉協議会第 3次立川あいあいプラン 21(地域福祉市民活動計画)の策定も始まった。この計画の期間

である今後5年間で、立川市の65歳以上人口は20%を超え本格的な少子高齢化社会を迎える。また、

100 年に一度と言われる経済不況は市財政や雇用情勢に多大な影響を与えている。このような社会

的背景の中で、市民活動センターたちかわが行ってきた事業について振り返ってみる。 

 

（1）地域福祉コーディネーターの配置 

 あいあいプラン 21 に計画されたコーディネーターは、モデル配置 2年目となり、わかば地域包括

支援センターエリア（＝第 4地区民協エリア）を拠点として活動を展開した。 

栄町地区では、自治会長、民生委員、地域包括支援センター、社会福祉協議会による四者懇談会

を実施し、小地域での防災対策の必要性を実感。自治会の協力を得て自治会班単位での防災懇談会

を開催した。若葉町地区では、各種団体への PR 活動や若葉町地区の課題把握のため、自治会長や老

人会会長へのヒアリング調査を実施した。 

また、高齢者の介護に携わる家族の負担をやわらげ、情報交換の場をつくるために、認知症の高

齢者を支える家族会の立ち上げ支援を行った。その他にも、栄町、若葉町等を対象に行われた市の

防災モデル地区事業に参加・協力し、事業所間の連携を深めるために福祉施設やボランティア等へ

の参加協力の呼びかけを行った。 

 

（2）運営委員によるセンター運営 

 20 年度も、「運営委員会」と「事業推進委員会」「団体支援委員会」「課題解決実行委員会」の 3

つの専門委員会により、市民参画による市民活動センターたちかわの運営を行った。市民目線の事

業の発案により、市民活動の参加のきっかけとなるイベントとなる「早春!!市民活動体験月間～こ

の春何かはじめよう～」の開催、新しいボランティアグループの養成を目指した「そば打ちボラン

ティア養成講座」の開催等の事業に取組むことができた。また、より使いやすい助成事業を目指し

て「団体支援委員会」と「課題解決実行委員会」の合同委員会を開催して、両委員会の意見交換を

行った。今後も、運営委員によるセンター運営を継続し、市民に活用され、必要とされるセンター

運営を目指していく。 

 

（3）「立川市第 3 次基本計画策定市民会議」 

 先にも挙げたとおり、平成20年10月より立川市第3次基本計画策定のための市民会議が始まり、

市民活動センターたちかわはその運営を受託した。基本計画に反映させるための具体的な施策につ

いて、公募された市民を中心に検討を行い、最終提言にまとめて報告を行う。今後の市政運営の指

針となる基本計画の策定にあたって市民参加の支援を行うことは、市民と行政の協働を推進する市

民活動センターたちかわとしても重要な事業である。 
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（4）平成 20 年度を総括して 

 平成 20 年度も、20 名の運営委員を中心に、「協働」、「地域づくり」、「活動支援」をキーワードに

事業を推進してきた。 

 市民から受ける相談は年々増加し、市民に認知された頼りになるセンターに近づいてきている。 

「協働」では、立川市第 3次基本計画策定のための市民参加の支援、年度末に発足した地域学習

館の市民と行政との協働による運営を進めるための立川市地域学習館運営協議会準備会へ参画、防

災モデル地区事業への協力等、市民と行政との協働に市民活動センター自身が参画する事例が増え

ている。また、同じく地域づくりを推進していく地域包括支援センターとの協働にも力を入れ、各

地区での小地域ケア会議や地域包括支援センター運営協議会への参加・協力等、協働を進めてきた。 

「地域づくり」については、地域福祉コーディネーターの配置が 2年目を迎え、コーディネータ

ーの活動が地域に浸透してきた。1年目は栄町地区を中心に活動を展開したが、20 年度は地域包括

支援センター、民生・児童委員協議会、グッドネイバー推進団体等との連携を深めて若葉町地区で

の活動も広げることができた。その結果、コーディネーターに関係した市民、行政、各種団体から

は高い評価を得た。今後は、他の地区にもコーディネーターが配置され、地域住民の課題解決や目

的達成のためのネットワークを充実させていきたい。 

他地区に目を向けると、西砂・一番地区では数年前の地域懇談会をきっかけとして防災まち歩き

等を実施してきた「西砂・一番市民活動ネットワーク」が発足。地元の福祉作業所のオープンガー

デンづくりを通じて住民同士の顔の見える関係作りを行っている。その他、幸町、高松町でも地域

懇談会が開催され、住民の主体的な「地域づくり」が徐々に進んできている。 

「活動支援」については、多様な相談に対する的確な対応を中心に、助成事業、情報の受発信、

OA 機器の貸し出し等を行ってきた。今後も市民活動団体の「資金」、「活動場所」、「人材」、「運営」

といった課題の解決につなげられるよう、団体の方々とともにアイデアを出し合い、知恵を絞って

望んでいきたい。また、運営委員発案のそば打ちボランティアグループの立上げ支援を等新しい取

組みを行った。 

 

（5）平成 21 年度に向けて 

平成 21 年度は、平成 20 年度の活動を充実させながら次の活動に重点的に取組む予定である。 

○地域福祉コーディネーター活動の充実 

・各種団体の定例会への出席（自治連栄町地区・若葉町地区支部理事会、栄町・若葉町グッド

ネイバー推進団体、第 4地区民生児童委員協議会等） 

・栄町・若葉町地区老人会へのヒアリング調査の実施 

・ボランティアグループや趣味サークル等へ訪問し、地域活動の担い手の育成。 

○立川市第 3次基本計画の策定支援 

・市民会議の運営 

○災害ボランティアセンター運営マニュアルの策定 

・立川市と協定を締結した災害ボランティアセンターの運営マニュアル作り 

○3年目を迎える都立高校の奉仕体験活動のサポート 

・立川高校、北多摩高校、砂川高校 
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○第 3次立川あいあいプランの策定 

・市民活動センター事業の中期計画づくり 

○各種委員会・協議会等への参加 

  ・地域学習館運営協議会、立川市子ども支援ネットワーク、高齢者虐待防止ネットワーク（仮

称）、地域ケア会議等） 

以上、主な重点事業を掲げたが、運営委員によるセンター運営を土台として、「協働」「地域づく

り」「活動支援」のキーワードに基づいた事業を着実に進めていきたい。 
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市民活動センターたちかわ平成 20 年度収支決算(概略) 

                                      （単位円） 

科   目 予   算 決   算 差  異 

会 費 収 入 1,000,000 580,000 420,000

寄 付 金 収 入 6,000,000 6,000,000 0

東京都受託金収入 2,677,000 2,682,750 ▲ 5,750

立川市受託金収入 15,015,000 15,327,000 ▲ 312,000

立川市補助金収入 13,902,000 13,968,000 ▲ 66,000

事 業 収 入 376,000 419,395 ▲ 42,395

共 同 募 金 配 分 金 収 入 2,835,000 2,835,000 0

雑 収 入 916,000 1,754,513 ▲ 838,513

受取利息配当金収入 0 0 0

経理区分間繰入金収入 0 100,000 ▲ 100,000

経 常 活 動 資 金 収 入 計 42,721,000 43,666,658 ▲945,658

人 件 費 支 出 30,797,000 27,064,147 3,732,853

事 務 費 支 出 4,233,000 3,199,938 1,033,062

事 業 費 支 出 5,164,000 4,674,035 489,965

共 同 募 金 配 分 金 支 出 2,835,000 2,850,000 0

助 成 金 支 出 2,640,000 2,386,218 253,782

経 常 活 動 資 金 支 出 45,669,000 40,159,338 5,509,662

経常活動資金収支差額 ▲2,948,000 3,507,320 ▲6,455,320

 

1 収入について 

＊事業収入は、NPO ガイダンス、貸出し機材の利用料等 

＊雑収入は、夏体験ボランティアの参加費、実習生の受入謝礼等 

2 支出について 

＊人件費支出は、正職員 4 名、非常勤職員 1名分 

＊事務費の主な支出は、運営委員旅費、市民活動センター通信の郵送代等 

＊事業費の主な支出は、NPO 実務講座の講師謝礼や市民会議運営にかかる費用、機材リース料等 

＊共同募金配分金支出は、市民活動センター通信作成費等 
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 ３章 これまでの 6 年とこれからの 5 年 

1．開設からの６年 

真に市民にとって必要とされるセンターを再構築しようと、「市民活動センターたちかわ」を平成

15 年 4月に開設して平成 21 年 3月で 6年が経過した。 

 これまでの 6年間で留意してきたことは以下の通りである。 

 

■多様な分野の市民活動とつながる 

 暮らしに関わるあらゆる場面で、NPO やボランティアの活躍場面が広がっている。「福祉」「環境」

「文化芸術」「社会教育」「多文化共生」等、いろいろなテーマに取り組む人や団体との関係性をセ

ンター自身が絶えず作ることで、人や団体の新たなつながり生み出すことに留意してきた。 

 

■多様なスタイルの市民活動を応援する 

 まちの中には、さまざまなスタイルで活動している人や団体がある。 

 ボランティアグループとして公的サービスでは届かない細やかなサポートを提供したり、NPO 法

人格を取得して社会事業を興したり、生涯学習を入口に社会課題を共有化したり、子育てママたち

が集まって悩みを一緒に解決したり。自治会やグッドネイバー等自分たちの地域のために日々活動

する団体もある。 

 市民活動センターは、 

・個人も団体も 

・地域密着型活動もテーマ追求型活動も 

・「市民活動したい人」も「市民活動のサポートを必要としている人」も 

 非営利で活動する人や団体の取り組みを応援することで、まちや社会がより豊かになることに貢

献したいと意識してきた。 

 また、企業や行政等の他セクターと市民活動セクターのつながりを作り、社会課題に共に取り組

む新たなパートナーシップを生み出すことも重要視してきた。 

 市民活動支援のあり方で日々大切にしているのは以下のことである。 

  ・人も団体も多面的に捉える 

    発注のされ方で、人や団体の活動の幅が広がる。 

    場面によって「ニーズを抱えた当事者」であったり「支援者」であったりと人・団体は流

動的に入れ替わる。「支援する側」「支援される側」と単純に二極化は出来ない。 

・規模と価値観が多様であることを理解する 

   相手に合わせた支援が必要である。 

・異質なものを引き合わせて相乗効果を生み出す 

   市民活動も行政もタテ割りの現状が多い。横糸としてのコーディネートが必要である。 
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■地域密着で生活課題解決に貢献する 

 多様化する生活課題を解決するためには、もはや行政の一律的サービスを受動するだけでは難し

くなってきている。地域特性や事情に応じて、住民自らが暮らしの課題を感知し、解決のための知

恵を出し合う必要性が高まってきた。 

 立川のまちに密着して福祉のまちづくりを推進する立川市社会福祉協議会を母体とする当センタ

ーでは、以前から職員が担当地区を持ち、具体的にその地域の人や機関の力を引き出しながら解決

にあたってきた。 

平成 19 年度からは、その業務に特化した「地域福祉コーディネーター」を栄町、若葉町地区に配

置している。 

 

■市民の合意形成づくりに関わる 

 市民活動の分野が多岐に渡り、行政や企業等他セクターと関わりながら活動を進める機会が増え

てくると、異なる考えを持つものが集まり、合意をつくっていく機会も自ずと多くなってくる。時

に対立構造に陥り、共に物事を進むことができなくなってしまう現状も見受けられる。 

立川市では平成 15 年から「市民参加元年」と謳い市民と行政の協働の機会が模索されている。セ

ンターではより成熟された市民主体の社会を目指して、行政施策を検討する市民会議の運営やファ

シリテート業務を積極的に受けてきた。今年度は 5年前に引き続き、基本計画策定のための市民会

議の運営を担い、平成 21 年 7月の市民提言に向けて進行中である。 

 

■組織マネジメントの相談に応える 

 活動資金や活動場所の確保について、NPO 法人化をすべきかどうか、活動への参加者の広げ方、

異なるセクターとの協働方法等、団体運営に関する相談が多く寄せられるようになった。 

 組織内で再確認することの整理や、NPO に関することの説明、新たな社会資源を一緒に探すお手

伝いが日常業務として定着している。 

 

2．これからの 5 年 

 社会課題を感知しながら、真に市民にとって必要とされる役割を担えているのか、運営委員会を

柱にして進んでいくことに変わりはない。 

これまでの 6年の積み上げから見えてきたことで、今後およそ 5年で取り組むべきことは以下の通

りである。 

 

■日々寄せられる相談を大事にする 

 「ボランティア活動がしたい」「NPO を立ち上げたい」「市民活動情報が欲しい」という明確な相

談の一方で、「制度の狭間で行き場がなく困っている人をなんとかしたい」「解決方法が社会の中で

確立されていない。どうしたらいいのだろう」「どこに相談したらいいのか分からないのでとりあえ

ず聞いてほしい」といった漠然とした声が寄せられるのが、他の相談窓口と比較した際のセンター

の特徴である。 
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 この漠然とした、行き場のない相談の中に、新たな社会課題が見え隠れしていることがしばしば

ある。市民発の活動として取り組む意義のある案件が多く含まれている。 

また市民の中には相談を持ちかけることや、アイデアを整理して提案することに不慣れな人もい

る。その人自身の発信力を後押しすることは市民主体の社会づくりの第一歩である。 

・さまざまな様相を呈し投げかけられる日々の相談の意味を見定める 

・相談者を主軸に置きながら解決策を共に探る 

 ・状況に応じた的確な情報提供やアドバイスをする 

  ・窓口での待ち体制にとどまらず、地域福祉コーディネーター業務のように、地域での課題解決

を目指した住民からの相談の掘り起こしも大切にする 

この日常の繰り返しがセンターの大事な基盤である。 

 

■センターの認知度・信頼度を高める 

 多彩な人・団体から相談を持ちかけてもらうためには、センターの役割が広く認知されているこ

とが必須である。 

 地域に密着した顔の見える関係性をセンター自身が豊かに携えていることで、具体的に人をつな

ぎ、「だから今あなたの力が必要」と持ちかけることが出来る。 

 またセンターの活動自体を多くの人に支えてもらい、安定したセンター運営をしていくためにも

認知度・信頼度の向上が必要である。 

 

■市民活動参加者の裾野を広げる 

 市民活動は、一部の熱意ある人だけが関わればよいというものではない。市民ひとりひとりが社

会になんらかのつながりを持ち日々の生活を営んでいる。 

 時間的な制約のある人や、これまでボランティアや NPO とは無縁だった人にも参加しやすい「ち

ょこっと関われる」活動や今の生活の中から付加できる社会貢献の機会提供が課題である。 

 

■市民活動や協働事業の成果を明確にする 

 個々の市民活動の成果が市民生活にどう還元されているのかを分かりやすく明確化することが、

新たな参加者増にもつながる。 

 「市民と行政の協働」の機会はこの 6年で激増したが、行政から機会を作っていることが多い。

これまでは行政関係者だけで進めてきた「まちの施策」への協働だけでなく「まちの施策からもれ

ること」への協働を市民発でどう進めていくかも課題である。 

協働のパートナーも「市民と行政」だけでなく「市民と企業」「市民活動団体同士」等多様な組み

合わせの機会を引き出していきたい。企業の CSR 活動をどうまちの課題解決に引き寄せていくかも

次のステップである。 

 また協働の評価については、「良い・悪い」「出来ている・出来ていない」とか数値の増減の結論

で終わるのではなく、次に取り組むべきことが見えてくる評価を構築することに貢献していきたい。  
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■「これからの公共」を描く 

これまでの公共政策は行政職員中心に担ってきたが、これからは NPO を含めた多彩な担い手で広

く担っていく時代といわれている。 

 ひとりひとりの市民としての行動のあり方や地域活動から、まちの政策に至るまで「これから 

の公共」について、市民活動センターという立場から描いていく必要がある。 

 まちの中で公共事業を担い始めた市民活動団体から寄せられている、財源確保や雇用安定化の課

題については、 

・税金を投入すべき公共的ニーズの定義づけ 

 ・公益ファンドの検討 

 ・寄附文化づくり 

等のことを柱にしながら本格的に取り組む必要がある。 

 

■立川の総体的なまちづくりを常に意識していく 

市民活動の領域は暮らしのあらゆる場面につながっている。一人ひとりの暮らしのあり方から地

域社会の営み、まちの施策、施策からもれる狭間の社会課題。ひとつひとつの案件をバラバラに捉

えるのではなく、本質を探りながら事業運営をしていきたい。 

また、地域に軸足をしっかりと持ちながら、解決すべきことに応じて、市民セクター、行政、企

業、専門機関等、それぞれと領域を時に重ね、協働して立川を魅力あふれるまちにしていきたい。 
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 ４章 資料 

1．平成 20 年度登録団体 

○障害のある人や高齢者、医療に関するグループ 

団体名 活動内容 

特定非営利活動法人 

地域福祉サービス協会 
高齢者・障害者が地域で暮らすための助け合い活動 

リサイクルショップいろりん 障害当事者によるリサイクルショップ経営 

立川手話友の会 日本手話とろう文化をろう者から学び理解を深める 

若葉くらぶ 若葉町中心に障害のある子もない子も共に育つ地域づくり 

ぐる～ぷ あゆみ 障害を持つ子供たちのために布の絵本や遊具の製作 

立川点字サークル 視覚障害者のための点訳活動 

聞き書きボランティア・多摩 高齢者の話を聞き、記録し小冊子にして贈る活動 

ボランティアグループ“木苺” 柏地域サービスセンター(高齢者デイ)でのボランティア活動 

立川市聴覚障害者協会 聴覚障害者相互の親睦や、障害理解を広めるための活動 

拡大写本 グループふうせん 弱視者のために書類や書籍を拡大 

立川市肢体不自由児・者父母の会 

たつのこ 
肢体不自由児とその親のための交流活動 

ユニベールボランティア東京 高齢者による高齢者のためのお話し相手活動 

エクセルシオボランティアグループ 至誠ホーム内の喫茶ボランティア活動 

立川麦の会(立川精神障害者家族会） 精神障害者が安心して住み続けられるまちづくり活動 

立川市手をつなぐ親の会 

スマイルくらぶ 
知的ハンディのある子どもたちの放課後や余暇活動 

立川市朗読サークル「こえ」 視覚障害者のために録音テープ・CD 製作 

国立病院災害医療センター ボランティアの会 外来患者の受付・案内サポート 

特定非営利活動法人  

立川マック 
アルコール依存症回復のためのプログラム活動 

Ｊｓ ｃｌｕｂ（ジェイズクラブ） 障害者対象のアウトドアメンバーズクラブの運営 

立川失語症さくら会 脳卒中や交通事故の後遺症者の回復支援活動 

特定非営利活動法人  

ＭｅＴＨｏＤ 
精神障害者グループホームの運営 

立川市手をつなぐ親の会 市内在住の知的障害児・者の福祉増進と援助活動 

特定非営利活動法人 

ケア・センターやわらぎ 
高齢者・障害者への介護保険サービスや自立支援サービス事業等 

特定非営利活動法人 

しらゆり 
知的障害を持つ方々の働く場 
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特定非営利活動法人 

立川市障害者後援会 
身体・知的・精神障害者への支援と理解を広める活動 

立川市視覚障害者福祉協会 視覚障害者自身による社会参加推進活動 

特定非営利活動法人 

自立生活センター立川 
障害のある人が自分らしく生活するためのピア支援活動 

ラッキークローバー 知的障害児を持つ家族として余暇活動や勉強会を開催 

たっちっちの会 ダウン症児の家族同士による情報交換や悩み相談 

ら・ら・ら Crayon 知的障害児のスポーツサークル 

ガイドヘルプサービスあい 障害者のための移動支援・送迎 

たすけあいワーカーズ パステル 高齢者、障害者、子どものいる家庭へ有償家事援助サービス提供

片麻痺ネットワーク パソコン教室の実施 

 

○こどもや子育てに関するグループ 

団体名 活動内容 

パドマ 子ども連れで参加可能なヨガサークル 

特定非営利活動法人           

市民共同学習プロジェクト子どもひろば 
子どもが自分を守る力をつけるための出前講座や不登校児支援 

立川プレーパーク 自分のやりたい遊びを思いきりできる冒険遊び場の運営 

学ボラの会 富士見町を中心とした学校支援ボランティア 

特定非営利活動法人 

立川子ども劇場 
子どもたちに演劇・音楽・芸術・遊び等の文化的体験を提供 

子育て支援ボランティア ミニトマの木 子育て支援、見守り保育ボランティア 

はぐはぐ 子育て中の親が語り合い、子どもたちが安心して遊べる居場所活動 

和みアカデミー 幼児から高齢者を対象に自由な学びの場を提供 

社会福祉法人 

西立川児童会館 
18 歳までの子どもを対象にした自由な遊び場活動 

子育ていれかわりたちかわり 子育てサークルや支援団体のネットワーク活動 

立川マザーズ ひとり親家庭の母子・父子等の交流親睦活動 

すくすくフォローグループ 小さく生まれた子と親への支援活動 

特定非営利活動法人 

東京賢治の学校 
シュタイナー教育をベースにした自主学校 

親子で学ぶサークル『ハーモニー』 講師を交え「英語」「体操」「リトミック」活動等 

ボーイスカウト立川第 7 団 子ども達の健全な成長ののために指導者のもとにスカウト活動 

市民型ソーシャルワーカー 

ほっとほっとたちかわ 
傾聴を中心にした子どもと家庭のための訪問支援活動 

特定非営利活動法人 

教育支援協会 東京第二支部 
小学生を対象としたアフタースクールの運営 
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スマイル 若葉町での親子グループ活動 

たまがわ・みらいパーク企画運営委員会 子どもを中心とした遊び場・学び場の運営 

ママの杜 母親のための情報交換、講座開催 

夢たち応援団 「夢たち 子ども 21 プラン」の推進、バックアップ 

ちるちる 0 歳～1歳児の子を持つ母親たちの「こどもの時間」上映会 

エル・ソレイユ 「優しい時間」シリーズの企画展開 

さわさわ 妊娠中や子育て中親子のグループ活動 

 

○環境に関するグループ 

団体名 活動内容 

特定非営利活動法人 

集住グリーンネットワーク 
緑豊かなまちづくりのための環境教育や雑木林保全活動等 

立川市砂川公園 

環境美化グループの会 
清掃活動や子ども達のための環境学習支援 

立川かんきょう市民の会 親子の自然体験学習や環境イベントの実施 

玉川上水の自然保護を考える会 玉川上水の自然環境保全のため野草保護や水路清掃等 

特定非営利活動法人 

武蔵野の里作りクラブ 
昭和記念公園内で武蔵野の農村風景再現と体験活動 

『キャップの貯金箱』推進ネットワーク ペットボトルキャップを回収・換金し NGO へ寄附 

特定非営利活動法人 

バイオマス産業機構 
CO2 削減にかかわる環境整備事業・社会教育・人材育成 

こどもエコクラブ 小中学生を対象とした清掃活動・野外体験活動 

子どもエコ新聞社 子どもたちによる環境をテーマにした新聞作りや取材活動 

たちかわエコパートナー 清掃活動や環境学習講座の開催 

 

○文化・スポーツに関するグループ 

団体名 活動内容 

シネマ １６ 定例映画会・映写機学習会 

八舞て会 高齢者施設等で邦楽・芸能プログラム披露 

石田倉庫の住人 アート・クラフトの体験教室や地域イベント開催 

すみれ寮ぽれポれコンサート 障害の有無を問わず楽しめるコンサートの企画実施 

立川市テニス向上委員会 テニスのマナーや技術の無料レッスン提供 

ミュージック・トレイン 乳幼児やその家族を対象にしたコンサート活動 

特定非営利活動法人 

ＳＰＯＲＴＳ･ＡＣＴ 
地域スポーツの環境整備と障害者の地域支援事業 
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立川親と子のよい映画をみる会 良質な映画の定例上映会 

歌扇会 福祉施設等で歌や踊りのプログラム提供 

ダイエットクラブ 身体を動かす機会の少ない人に運動不足解消の機会を提供 

ウ ク レ レ 囲 ん で み ん な で 唄 お う 

「ハウオリ」 
高齢者施設での訪問演奏活動 

多摩ミュージック２１ 子ども、障害者、高齢者を対象に良質で安価なコンサートを開催 

プルメリア・フラグループ 高齢者施設や地域イベントでハワイ文化を広める活動 

キネマ たちかわ 優れた映画の自主上映サークル 

ハワイアングループ  

―WAIPIO PLUS― 
高齢者施設や地域イベントでハワイ文化を広める活動 

虹の音楽隊 高齢者や児童施設、地域イベントでの演奏活動 

立川まちおん ストリートミュージシャンの支援や地域音楽イベントのコーディネート

自立生活体操クラブ 音楽に乗せてイスやボールを使った体操プログラムの提供 

キューティー・コア 誰もが参加できるエクササイズ活動 

音楽のあふれる街にしよう会 クラシックコンサートを通じての世代間交流 

本町 介護施設、幼稚園でのお囃子、演奏活動 

みんなの展示場 

中村洋久絵画館 
絵画や手作り作品の無料展示、観覧 

 

○多文化共生に関するグループ 

団体名 活動内容 

松中日本語教室 在住・在勤外国人のための日本語教室 

特定非営利活動法人 

たちかわ多文化共生センター 
外国人のための相談受付や多文化共生イベントの実施 

立川国際友好協会（ＴＩＦＡ） 在住・在勤外国人のための日本語教室 

 

○地域づくり・まちづくりに関するグループ 

団体名 活動内容 

若葉町の福祉を考える会 

グッドネイバー若葉 
町内で「良き隣人」として人と人をつなぎ支える活動 

柴崎町地区 

グッドネイバー推進協議会 
町内で「良き隣人」として人と人をつなぎ支える活動 

若葉町ボランティアグループ 高齢になって外出が少なくなった方たちの仲間づくり 

特定非営利活動法人     

高齢社会の食と職を考えるチャンプルーの会 コミュニティレストランや地域の居場所づくり事業 

栄町地区グッドネイバーをすすめる会 町内で「良き隣人」として人と人をつなぎ支える活動 

愛犬パトロールグループの会 愛犬を伴った防犯活動や地域環境美化活動 
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あすなろ洋裁グループ 福祉施設等の依頼に応じ衣類や小物の作成 

ぐるーぷ「たけのこ」 使用済み切手の整理 

西砂・一番地区地域福祉を考える会 

（グッドネイバー 西砂一番) 
町内で「良き隣人」として人と人をつなぎ支える活動 

緊急通報犬育成協会 防犯福祉を目的とした緊急通報犬の育成 

特定非営利活動法人 

とっておきのワンシーン 
絵と文章による心温まるワンシーンを全国から集め紹介 

特定非営利活動法人 

立川教育振興会 
教育・文化に関する講演会開催や学校支援ボランティアの推進 

おたのしみ交流会実行委員会 ひとり暮らし高齢者と地域の子どもたちの交流活動を実施 

特定非営利活動法人 

安全学研究所 
広範な安全に関する勉強会の実施 

市民活動資料・情報センターを つくる会 市民団体発行の通信やミニコミの保存・収集公開活動 

立川よいと祭り実行委員会 市民相互のふれあいと郷土意識向上を目的とした祭の実施 

キャットニップ 地域ネコの保護・管理 

シニア倶楽部 高齢者、障害者、主婦を対象にしたパソコン教室実施 

立川トーストマスターズクラブ コミュニケーション能力向上のための活動 

特定非営利活動法人 

ヒューマンサポートジャパン 
ホースセラピーの普及とセラピー馬の育成 

西砂・一番市民活動ネットワーク つながる場・オープンガーデン作り 

 

○いろいろな相談事業に関するグループ 

団体名 活動内容 

特定非営利活動法人          

生活設計支援センター 
年金・保険・相続・資産運用等の相談事業やセミナー開催 

特定非営利活動法人 

シニアメイトサービス 
成年後見制度についての学習会や無料相談会 

特定非営利活動法人 

市民活動サポートセンター・アンティ多摩 市民活動団体や個人へ向けた情報誌作成や活動支援 

特定非営利活動法人 

ライブリー 
家庭内の問題についてのカウンセリングや法務相談事業 

たちかわパソコン倶楽部 初心者を対象にした無料相談会や福祉施設での講座実施 

特定非営利活動法人 

欠陥住宅を防ぎ耐震補強を推進する会   
無料耐震相談会やセミナーの実施 

特定非営利活動法人 

より良い住宅環境作りを支援する会 
新規住宅購入や健康住宅を考える講座の実施等 

特定非営利活動法人 

「育て上げ」ネット 
若者就労支援事業 

パソコン相談員研究会 初心者を対象にした相談・講習会の実施 

チャイルドラインたちかわ 18 歳までの子どもを対象にした電話相談活動 

特定非営利活動法人 

オアシスらんど 
身寄りなく無職状態の中高齢者の共同生活施設運営 
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2．市民活動センター★たちかわ通信 

○Vol.47（平成 20 年 4 月発行） 

4 月は新しいことを始める季節。市民活動に参加するきっかけづくりを!! 
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○Vol.47（平成 20 年 4 月発行） 

団体の悩みどころ「お金」。「お金」を通して新たなつながりを生み出します。 
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○Vol.50（平成 20 年 9 月発行） 

団体同士のつくる“つながり”は新たな可能性を生み出します。 
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○Vol.51（平成 20 年 11 月発行） 

地震や新型インフルエンザ･･･。日頃からの備えが大切です。 
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○Vol.52（平成 21 年 1 月発行） 

市民活動への興味関心を行動につなげる、きっかけづくりのイベント。 
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○Vol.53（平成 21 年 3 月発行） 

「食の安全」「地産地消」そして「環境」。地域を足元からきちんと見つめたい。 
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